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176艇が集った三河湾のビッグイベント
第9回NTT工リカカツブヨツトレース<6月4日〉

ﾚー ｽ委員長伴野宗彦(東海支部）
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クルーザークラスを追い抜いていくレーザークラス。＃2210はカレラ(Fa｢｢43)

ファミリーグループからレーサーまで、多

くのヨットマンやヨットウーマンから愛され

育まれてきた「NTTエリカカッブヨットレー

ス」（6月4日)も迎えて9回目、日本でも最

大級のレースとして定着してきた感がある。

今年も初出場の新鋭レーサー「マム36」の2

艇を含めクルーザークラス98艇(A;31艇、

B;33艇、C;34艇)、レーサークラス78艇

(A;20艇、B;31艇、C;27艇)合計176艇

の参加があり、天候にはやや恵まれないもの

の、盛大かつ無事に開催することができた。

レース前日の艇長会議では、今レース適用

繩1ﾘの内､I.Y.R.R.第I章第IV章に置き換

え、初めて適用することにした「試験的航路

権規Mﾘ及び定義」について、その趣旨と内容

を解説しました。ご理解しただけましたでし

ょうか。この規則は「SimplifiedRULES」

（簡IHif化ルール）の名の示すとおり、必帥皇の

IRYU競技規則(I.Y.R.R.)力式複雑で分かり

にくいいため、これを簡略化しようという要

請でできたものです。基本的には大きな変化

はありませんが、レースの最も重要な局面以

外の部分、すなわち余り重要出ない部分を圧

縮・iVll除したものです。

限られた時間内での説明でしたので、お分

かりにくかったかもしれません。今一度1W帥i

資料をお読みいただくとともに、実戦での体

験も踏まえ皆様のご質|川をお寄せください

(NORC東海支部レース委員会宛)。

艇長簔涛冬了後の夕方からは一段と風雨が

強まり、翌日の天候(強風下のレースか！？）

が懸念されましたが、夜半になって風もおさ

まり、明けて4日(II)レース当日、前夜来の風

雨もおさまり、埜天ながらも南東からの微風

を受け、AMO930通営艇に乗船しレース海面

へ向け出港。途中、風向を確認しつつスター

ト予定海面へ到着。1000頃には各港から参集

した170余艇の大小クルーザーがスタートラ

インの設定を今や遅しと走り回っているにも

かかわらず、期待の風はますますおちてほと

んど無風、風向きも定まらない状態で、とう

とうスタートll寺刻を延期し風待ちの羽目にな

ってしまいました。

待機すること11I#lll1あまり、ようやく吹き

出した北東からの3～4m/sの風を得て、

AM1140にまずクルーザークラスのスタート

（2艇リコール)､続いてAM1200にレーサー

クラス力雰スタート（オールフェア）し、御津

沖の風上第①マークを目指す。スタートから

の距離1.5マイル（当初2マイルを予定）と、

やや短めに没慨した第①マークをトップで回

航したのはクルーザークラスの「だいどう2

（ヤマハ40EX)｣、2番'三|に｢クォーターデッ

キ（ヤマハ30S2)｣、以下「キーウエスト」

「ARIES｣が追行。レーサークラスのトップ

回航は新艇で参加の「フローレス（マム

36)｣、続いて「カレラ（フアー43)｣、「ジャス

}7(N/M35)｣、「ブーメラン姉(J-35)｣、「ｾ

ｸｼーﾕー(ﾏﾑ36)の順｡いずれもﾚー坊一、
－艇らしい素早いスビンネーカーの展開で風一

下へ向かいました。その後、最終レグでの上

位艇の一部のミスコースが結果明暗を分ける

こととなりました。帆走指示書本文をよく読

んでいただいておれば､｢思い込みや勘違い」

によるミスコースは防げたと思うのですが

……。落ちつつある風のなか、竹島沖のフイ

ニッシュラインに先頭をきって｢ジャスト7」

がフイニッシュ。そして｢フローレス｣、「クォ

ーターデッキ」が続き、タイムリミット内に

1艇を残して全てフィニッシュすることがで

きました。レース結果は、「ジャスト7」が1

stホームと総合優勝を鱈鼎しました。

風待ちによる待機やハプニングなど超微風

下のもと長時間のレースになりご迷惑をおかけ

しましたが、大きな事故もなく無事に終了できま

した。参加各艇のご協力を感謝いたします。

来年の第10回大会にも多数のご参加をお

待ちいたします。
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第9回NTTエリカカッブヨットレース

<ジャストチーム>3回目の優勝 ﾘポー ﾄ/木塚一男

今回のエリカカップヨットレースに優勝で

きて、今まで味わったことのないうれしい思

いにジャストチーム全員が浸っています。

堀田和正オーナーが優勝インタビューで答

えていたとおり、ほんとうに運がよくていた

だいたファーストフォーム賞であり、総合|憂

勝であったからです。

エリカカッフ｡レースは、エリカ号の偉業を

讃える東海のヨットが最も多く集まる、ほん

とうに楽しいお祭りです。参加艇が多いだけ

へでなく、観覧艇にテレビの放映（今年はなか
へ

った？)、大きな写真入りの新聞報道等、ヨッ

トの楽しさを広くアピールする、大変意義あ

るイベントだと思います。

ジャストチームはこの意義あるレースに第

2回から毎回参加（第｜回は船がなかった）

し、過去に2回の優勝を糸蕊食させていただき

ました。

しかし昨年、新艇(JUST7)になってからは

CRレーティングがあまりにも高く、このルー

ルが変わらない限りエリカカップの上位入賞

はありえないと思っていました。

そんなこともあり、今回レースにはリラック

スした気持ちで臨みました｡スタート前の〈テ

イク｜＞との水かけ合戦（一部の船に大変こﾞ

－今
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ファーストホーム、総合優勝「ジャスト7」のクルーのよろこびの表情

迷惑をおかけしましたことをお詫びします。スタッフのみなさん、ほんとうにご苦労さま

『あれはひんしゅくだった』とミーティングでした。そして一緒にレースを楽しんだ仲間

で反省）やスタート後のオーバーセールを気たちへ、ありがとうございました。来年の第

にもせず、〈カレラ＞とくフローレス＞に大き’0回記念大会にまた会いましょう。

〈水をあけられてしまっていました。ジャストチームはエリカカッフ°でつかんだ

ところが、……竹島の沖のゴールに向かう運をはなさないように練習を重ねて、夏のパ

艇は、クルーザークラスの2艇と我が艇のみ。－ルレース・秋の関東選手権・東海チャンピ

不安から喜びへの微妙な時間を、みんなで体オンシップに挑む予定です。

験でき、今(6/'723:30)も喜びに浸ってい
…手
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NORC東海支部の役員およびレース運営の
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第9回NTTエリカカツブヨツトレース総合成績参加艇183艇
F面

総合

順位

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

セール

No．
艇名 艇種 オーナー名 ↓

‐
豆
南
南
豊
南
豆
谷
崎
南
崎
湾
豊
貴
貴
谷
豆
豊
湾
湾

津
河
可
可

１
Ｊ
タブ
幡
碧
碧
武
碧
幡
白
鬼
碧
鬼
三
武
冨
富
白
幡
武
一
一
一
三

N/M35

NUMM36

YAM－2611S

YAM－3OSll

YOK29

YAM－lO､31MS

lMSl030

エスプリデュバン

ハイテック30

フレンドシップ32

YOK32

SWlNG31

SWlNG31

YAM－31S

SWlNG34

YAM－31S

J－24

X3/4

ベネトウチャレンジ

｜MS950

堀田和正

森幸実

杉田雄二

鬼頭基治

久保良明

鈴木秀明

山本秀紀

牧野秀明

竹内聡一

青山秋成

岡山滋

稲垣錦一

水野耕一

石川三郎

河崎金徳

加藤正彦

高村芳樹

大橋哲二

田中良尚

十八田信夫

ジャスト7

フローレス

サザンウインド

クォーターデッキ

CHANTEY

エルセーラ

シュビシュバ

ARlES

QUERIDA3

あけあ

うずしお3

アルミス3

ロク2

臥竜3

カイト

さつき

聖丸

MARTINIQUE

MERRY－SUN

ホーネット3

郵
一
班
一
調
一
噸
｜
脈
一
坪
一
恥
一
咽
一
加
一
麺
一
獅
一
阯
一
岬
一
侭
一
壺
一
卿
一
唖
一
珈
一
唖
一
識

～、_

ニッポンチャレンジベースキャンプ隣の仮泊地風景
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ダブﾙﾊﾝドは豊富な経験と信頼関係にあり
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

初島ダブル八ンドレース〈6月24日〉逗子マリーナヨットクラブ主催/関東支部後援
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●■●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

リポート・写真/沼田尚文(逗子マリーナヨットクラブ）

しようとスタッフは意欲を燃やしている。

l｣本でヨットレースは、ほぼ男のスポーツであり、しかも閉鎖的で

すらある。男が妻や家族、ガールフレンドを家に残してレースをして

いる限り、あるいは職場の上司や同僚をヨットレースに巻き込まない

限り、ヨットレースが社会的に認知される日はほど遠い。表彰式には

入賞しなければ出席しない艇すらいる。よしんば出席したとしても、

『1艇のクルーだけでビールと料理を抱え込み、車座になって宴会をし

たり、余ったビールを持ちかえってしまう。これではヨット乞食と言

われても仕方がない。初島ダブルハンドヨットレースには親子、夫婦、

家族でのペアを組んでの参加も多い。またパーティーにはエントラン

トのみならず、その家族や友人などが集まり「パーティーも楽しみに

しています」という言葉もいただく。表彰式とは激しいレースでのﾉiヘ
トルを讃えあい、たった一艇の勝者を大勢の敗者で讃えるのが古来か

らのならわしであるはずだ。

今

L房

旨月91■今笥

薮I

|MSクラス優勝植松／関組「ジェロニモ」のフィニッシュ

「風はちょっともの足りなかったけど楽しいレースだった」…と上位

入賞者がこのレースを振り返った。過去のどのレースよりも今年は気

象条件がよかった。天気予報力梅雨を予想していたのに反し、スター

トこそ曇りだったものの、間もなく太陽力顧をだし参加者たちは夕日

が西に傾くころには日焼けした顔をほこらばせて続々とフィニッシュ

してきた。このレースは日本で唯一の島周りダブルハンドレースでも

あり、常連の参加者たちに支えられて第7回目を迎える。参加艇数は

40艇前後と安定し、このレースの人気を物語る。各クラスへのエント

リー数は変化している｡例えばIMSは増えつづけ､来年はクルーザーと

レーサーを別クラスにする必要がありそうだ。またCRクラスも大型

化しつつある。参加者の年齢は比較的高いが、これはたった2人だけ

のショートハンドレースに必要なのは圧倒的な経験とスキッパーとク

ルーの絶対的な信頼関係にほかならないという事を意味しているよう

に思える。

初島W・Hレース成績表

IMSクラス参加艇13艇

祷
幟
一
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

セール

No．
艇名 スキッパー／クルー

植松／関

大石／松永

市原／大坪

藤巻／神影

川原／桑原

艇種

FARRlO20X

FARR31

1MS’0．3

HNK42C

FST42S7

郵
一
抵
一
輕
一
蝿
一
ｍ

ジェロニモ

サモア

クリストファー111

ファンデーション

だぼはぜスーパー6

CR-Aクラス参加艇7艇一

艤

工
3

4

り

セール

NC
スキッパー／クルー

佐藤／富士本

松井/西村へ

横沢／臼井

米山／楠原

小林／伊藤

艇名 艇種

波勝

エルフィン

マックス

ミサ

ベーシック

恥
一
吋
一
恥
一
》
｜
銅

SK－32

YAM－28S

バンデスュタット

レースは6月24日仕)早朝6時､南束の肌3～4m/sの'l!､ｲ;1I膜湾逗j'-

沖をスタート。風は211#間ほど統いた後いったん1Iまったが、それま

でに艇団はスピンランで次の吹き出しを予測しながら、バラけながら

もかなりの距離をゲインしていた。その後凪は南から吹き出し、39艇

の大フリートは再終結するかたちで初島を川航。1，吋からの}|蹄瓜に再び

スピンが上がりアビーム気味のやや単調なコースになったものの、大

フリートはお互いのライバルを視野にとらえながらのバトルとなった。

ファーストホームは、〈サモア＞やくセクシー･ユー＞との激しいしの

ぎあいを演じたくクリストファー>(TIj原･大坪fll)。ファーストホーム

と鍛終艇フイニッシュは2時間以内という緊迫したレースだった。

このレースは、逗子マリーナヨットクラプ全員のボランティアと各

スポンサーの支援で成り立っている。ハイネケン、レミージャポン、

日立など各社からも大きなバックアップをいただいているからこそ、

このレースを格調高く速営できている。翌｢1の表彰式には、ほとんど

の参加者が出席。逗子マリーナヨットクラブのスタッフはジャケット

を着用し、レセプションラインに並び拍手で迎えた。参加荷からの｢楽

しかった！」のひと声に支えられて来年はもっと楽しいレースを|刑樅

YOK－28

CR-Bクラス参加艇6艇

麓

2

工
4

5

セール

No．
スキッパー／クルー

野崎／本波

浪ﾉ||／高橋

原／余川

佐藤／石井

久保田／小高

艇種艇名

さきがけ3

リトルスター

七福神

ラハイナ

C－SKY

SWlNG31

YOK

YAM－30Sll

SWlNG31

YOK33RC

必
一
釧
一
小
一
錘
一
唖

CR－Cクラス参加艇6艇

結
蠅
一
一
Ｉ

セール

No．
スキッパー／クルー

児玉／前田

鈴木／畑田

楳田／仲

高原／北村

山田／田中

艇種艇名

梱
一
抑
一
睡
一
咄
一
恥

J－80

YOK33

SWlNG34

T301

X402ス

ス
ネ
ソ

ロ
ロ
ド
タ
キ

ロ
マ
ア
｜
チ

マ
バ
リ
ゼ
ン

ツ
ア
レフ

３
’
４
’
５
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|IMSクラブ証書について

1．|MSクラブ証書とは

1994年は日本の|MSが急速に普及した年

でした。普及に伴ってその信頼性、優秀性も

～また明らかになり、|MSレースの数も着実に

増加しています。しかしこうした一方で、

|MSがその精度を高めるために本質的に持

つ計測の繁雑さ費用の高さゆえに、いまだに

|MS証書を取りそびれているレース艇も数

多いと思われます。そういった|MSボート予

備軍、特にプロダクションボートの皆さんに、

より容易により安価にIMS証書を取得して

もらおうという主旨で、1995年度から|MSク

ラブ証書という新しいジャンルが創設される

ことになりました。

2.IMSクラブ証書の概要

・プロダクション艇を対象として、より取得

しやすくしかも精度の高い、|MS証書の普

及版を設ける。

・証書のタイトルは「BASEDON

CLUBMEASUREMENT」とし、

「IMSクラブ証書」と呼ぶ◎対して現行の

へ証書は|MSフル計測証書と呼ぶ。
･IMSクラブ証書は国内レースに限って有

効とする。ただし、最終採用権は当該レー

ス委員会が保有する。

．実際に計測するのはフリーボード(FFM、

FAM)と、リグ、セールとする。

・傾斜テストのデータは、スタンダード菫心

位置から算出する。スタンダード菫心位置

は、既存数値のうちで最も低いものを使用

する。

・インナーバラストはスタンダード菫心位置

を採用した艇の量を最大値とする。それを

超える三の艇はクラブ証書の対象とはなら

ない。

・マストはビルダー標準仕様のものとし、そ

れ以外はクラブ証書の対象とならない。

・プロペラ（およびその取り付け）は、スタ

ンダードデータとする。その値はビルダー

の標準仕様値とする。標準仕様と異なる場

合、実測する。

IMS委員会／計測委員会

・スタンダードデータは本部計測委員会がこ

れを定め、時に応じて更新する（原則とし

て－年更新とする)。

・計測実施料は、フル計測料金から傾斜テス

トとプロペラ関係（実測の場合は必要）を

除いたものとする。

・際立って優秀なレース成績を収めたクラブ

証書ヨットに対して、IMS委員会はフル計

測証書に移ることを要求できる。ただし、

それに必要なNORC計測料金は|MS委

員会が負担する。

3.1MSクラブ証書適合艇種の決定基準

原則：3艇以上のフル計測データを有し、そ

の整合性が見られた場合、クラブ証書適合

艇種とみなす。

・当面の過渡的措置：上記原則を満たさない

場合でも、1艇以上のフル計測データを持

つプロダクションヨットはクラブ証書適合

とみなす。ただしこの場合は、クラブ証書

計測であっても傾斜テストが必要となる。

この傾斜テストのNORC計測実施料は当

面、|MS委員会が負担する。

4．1MSクラブ証書取得のための条件

日本国内で|MSクラブ証言を取得しよう

とする場合、下記の条件を満たしていること

が必要です。

・艇はNORCの舟艇登録済みであり、オー

ナーは特別会員であること（会友艇不可)。

･|MSレギュレーションを満足しているこ

と。

5.IMSレギュレーションについて

|MSではレーシングディビジｮﾝとクル

ザー／レーサーディビジョンに分かれ、居住

設備に関する規定が|MSレギュレーション

として定められています。これは、ストリッ

プアウトした艇を排除するためのもので、バ

ースの大きさや数、トイレ、ギャレー設備等

に関して規定しており、適用は各レース主催

者により決められています。国内ではIMSの

レースでは全て適用されており、この規定を

満足しなければなりません。|MSレギュレー

ションに関するチェックは、各艇の自己申告

によって行われています。このために、計測

委員会で作成した|MSアコモデーション証

書のチェックリストに従って自己診断し、満

足していない場合には改善をしてすべて合格

するようにして下さい。アコモデーション証

言のコピーは計測時に提出する必要がありま

す。居住設備は船内の重量に大きく影響を与

え、浮いた状態（フローテーション）に変化

を与えますので、改善の必要がある場合には、

フローテーション計測を受ける前に行わなけ

ればなりません。|MSアコモデーション証書

はNORC計測委員会にて無料で配布してい

ますのでご請求下さい。

6.IMSクラブ証書適合艇種リスト

現在、IMSクラブ証書取得可能な艇種は以

下のとおりです（1995/5/15現在)。

(B)BAL35，40，43

BEN375,41S5，45F5，53F5

(C)CAPE35

(D)DEH36DB、38

(E)ELLI935

(F)FARR31、MRXFRERS33、38

FIRST38S5、40.7,41S5，42S7、

classchalenge

(H)HNK42C

(I)IMS950、1030IMX38

(J)J29，33，35，39JEAN0.D.141、

JONMERI40

(L)LIDIMS8

(N)NSX36，38

(S)SAWAJI41SIGMA38

SWAN36、40，44，53SWING31、34

(T)TRIPP36

(X)X79，99，119，372，402，412，442

(Y)YAM9.5，31S

ただし、この中には傾斜テスト（計測実施

料は|MS委員会が負担する）が必要な艇種が

含まれています。

7．実測が必要な箇所

IMSクラブ計測に必要な箇所は以下のと

－4－
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IMS
おりです。

・フローテーション計測

（フリーボード:FFM、FAM)

・備品目録の作成（船内重量物等のチェック

及び記載）

・リグ

・セイル（セイルメジャラーのロフトでも計

測可能）

・プロペラ（標準タイプのプロペラではない

ものを使用している場合）

計測時間は3～4時間必要となります。

8．計測の準備

計測を受けるためには以下の準備が必要で

すので事前にチェックし、不足がないように

してください。

･|MSレギュレーションを満足していること

(IMSアコモデーション証書の提出)。

・安全検査に合格していること（出場するレ

ースの安全のカテゴリーに満足する備品を

搭載していなければならない)。

・計測状態に艇を準備すること（別紙計測状

態チェックリスト参照)。

9．計測証書発行までの手順

全ての実測が終了して証書が発行されるま

でに約10日間必要とします。実測は天候に左

右されやすく、場合によっては実施不可能で

延期する場合がありますので、はやめに（参

加するレースから3週間以上前）実測を終了

するように計測員と連絡をとり予定をたてて

ください｡以下の手|||頁に従ってください。

・計測の申込をする。添付の申込害を記入の

うえ申込料16,000円を添えてNORO計測

委員会あてに送付する。

・オーナーは|MSレギュレーションに合格

するか、IMSアコモデーション証書に従っ

てチェックし、合格ならばコピーを1部提

出する（不合格ならば改善)。

･|MS質問表を提出する（別紙)。

・オーナーは地区担当の計測員と直接連絡を

とり、実測日および場所の打ち合わせをす

る（計測員リスト参照)。

・計測場所を確保する（マリーナ等への連

絡)｡

・艇を計測状態に準備する。

I

・実測する。実測にはオーナーまたは代理人

の立ち会いが必要です。

・計測員は実測データを整理して計測委員会

に送付する。

・計測委員会はデータにもとづきコンピュー

タ処理を行い計測証書を作成する。

・オーナーは計測員の指示（請求）に従って、

計測実施料を納入する。

・計測委員会は、計測員による証書のチェッ

クを受け、合格ならばチーフメジャラーの

署名をもらい、証書をオーナーへ発送する。

・オーナーは届いた証書をチェックし、誤り

がなければ指定の欄に署名をし、計測時備

品目録や他の菫要害類とともに艇内に保管

する。

10．IMSクラブ証書取得費用

費用としては、コンピュータによる計算や

証書発行に使われる申込料と、実際に艇を計

測するための計測実施手当および計測員の交

通宿泊費と移動時間手当から構成される計測

実施料が必要で、以下のとおりとなります。

申込料

計測実施手当

交通宿泊費

移動時間手当

'6.000円

800×全長(ft)＋10,000円

実費

1時間あたり1800円

NORC計測委

員会に納入

計測員の請求に

従って指定の方

法(口座)で納入

＊セイル計測料（1枚あたり）：

メイン70円×全長(ft)

ジブ50円×全長(ft)

スピン55円×全長(ft)

＊プロペラ計測(標準以外）：

100円×全長(ft)

11．計測証書について

計測証書は、NORCチーフメジャラーの

署名とオーナーの署名がされて初めて有効な

ものとなります。また、計測証書は計測時備

品目録（インベントリーリスト）と対のもの

です。レース中は、計測証書を艇内に保管し

ておかなければなりません。毎年ルール改正

が1月に施行されるので、すべての計測証書

の有効期限は12月末日となります。改造等の

変更をしていなければ、次年度には更新の手

続きを行い、新しく証書の交付を受けなけれ

ばなりません。改造などを行った場合には証

－5－

書は無効となり、変更箇所の実測を受けて新

証書の交付を受けなければなりません。なお、

算出後の正の復原力消失角度が103度未満の

ヨットには証書は発行されません。

12．クルー重量の宣告について

|MSではクルー重量リミットがその65%

から,20％までの範囲内で､自己申告が可能てへ
す。クルー重量リミットを自艇の実状に合わ

せて変更することによって（計算上のスタビ

リティーおよび排水量が変化)、|MSタイム

アローワンス値を自艇に合ったものに変える

ことができます。クルー重量申告は、再計測

扱いとなります。

13．計測員リスト

計測員は専従ではありません。所属支部に

計測員のいない支部では近くの計測員にご相

談ください。

関東支部伊藤静美0466-22-0805(会）

0466-24-3120(自）

矢嶋滋030-577-3793

中村隆彦0468-41-8389

駿河湾支部木内安夫0559-22-2152(会）

0559-49-0559(自）

東海責離”川拳~鶴腱二測冒へ
内海支部飯塚功二0799-24-0401(会）

0799-22-9311(自）

平岡俊一郎06-536-6555（会）

西内海支部田村治久082-505-0657(会）

082-278-0904(自）

本部風祭徳行03-3504-1911
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レーティング的にどちらが有利ですか。

A7．－方的に、どちらが有利不利というこ

とはないはずです。ただ|MSクラブ証言の場

合、スタビリティーデータはスタンダード艇

の重心位置から算出するのに対して、|MSフ

ル計測証＝の方は個々にそのデータを実測し

ています。つまり、|MSフル計測証書の方が

精度は高く不利にはならないといえます。

Q8.1MSクラブ証書を取ったあとで､IMS

フル計測証書に移行することはできますか。

A8．できます。その場合は傾斜テストとプ

ロペラ計測が必要です。

(注)IMS証書には、|MSフル計測証書

IMSクラブ証言、|MSワンデザイン証書の

3種類があります。|MSワンデザイン証書

は、現在マム36．クラスのみに発行されてい

ます。

のステイタスの問題ではありません｡|MSク

ラブ証言はクルーザー／レーサー・ディビジ

ョンでもレーシング・ディビジョンでもどち

らでも可能です。

Q4.1MSクラブ証書は計測はしなくてよ

いのですか。

A4.計測はします。しかし計測の手間と時

間は従来のIMSフル計測証書と比べると、実

質的に半減しています。結果として、計測ポ

イントの数はNORCクルーザーレーティン

グ(CR)よりも少なくなっている程です。

Q5.具体的にはどことどこを測るのですか。

A5.基本的に、乾舷の高さと、リグ、セー

ル、だけです。

ただし、スタビリティ関係のデータが3艇分

を満たしていないクラスは、傾斜テストが必

要です｡しかし､この傾斜テストのNORC計

測実施料は、キャンペーンの意味で当面|MS

委員会が負担します。プロペラ関係でスタン

ダードと異なるものは計測します。

Q6.IMSクラブ証書に該当するヨットに

はどんなものがありますか。

A6.|MS証書を－艇でも持っているプロ

ダクションボートはIMSクラブ証書に適格

です。具体的には別表を参照してください。

Q7.本来のIMS証書とIMSクラブ証書と、

Q1．IMSクラブ証書はIMSの簡易なもの

だと聞いていますが、実際のレースでは、

IMSクラブ証書という特別なクラスがある

へのですか。

A1.|MSクラブ証書クラスというような

特別なクラスはありません｡|MSクラブ証書

は国内レースにおいては、従来から存在する

|MSフル計測証書と対等のステイタスを持

った証書です。

Q2．IMSクラブ証書で現在行われている

正式なIMSレースに出場できますか。

A2、できます。国内の|MSレースは全て出

場できます（但し、最終採用権は当該レース

委員会が保有する)。しかし、国際レースでは

出場できないケースもあります。

例外；ジャパンカップシリーズは国内で行わ

れますが、これはナショナルノミネートのレ

ースですから、|MSクラブ証書では出場でき

ません。ただし、それ用のクラスが特別に作

られれば、出場可能となります。

Q3.IMSクラブ証書はクルーザー／レー

ヘサー．ディビジョンのみで取得可能だという
うわさを聞きました。本当ですか。

A3.違います。クルーザー／レーサーディ

ビジョンかレーシング・ディビジョンかとい

うのは|MSレギュレーションの問題で､証書

IMSレギュレーション103｡2｢レーシングデイビジョンにおける救済措置｣の緩和のお知らせ
鄙舜曹貝冬産

本部IMS委員会委員長稲葉文則/本部計測委員会委員長大橋且典
ますが、それに加えて下記のとおり全長に応（理由）

じても分けてもよいこととし、即日実施する・有効な|ORレーティング値を確定する作

ことといたします。業が微妙で困難なため

全長7.5m未満のヨット→ミニトンの規定（適用例）

全長7.5m以上､8'5m未満のヨット→1/4トンの規定・全長9.5mのヤマハ31Sやスウイング31は

全長8.5m以上、10m未満のヨット→1/2トンの規定グリーンブック(13.YACHTCHAR-

全長10m以上、Ⅱ.5m未満のヨット→3/4トンの規定ACTERISTICS)の1/2トンの規定をク

全長11.5m以上、13m未満のヨット→1トンの規定リアーしていれば、|MSレーシングディビジ

全長13m以上のヨット→2トンの規定ヨンのアコモデーション規則に適合している

ものとみなされる。

IMSレギュレーションでは、現在エージデ

ートまたはシリーズデートのうち早い方が

1994年1月より前のヨットはIORレーティ

ングに応じたORCの「CHAMPION-

SHIPRULESFOROFFSHORE

CLASSES｣(グリーンブック）の1B

YACHTCHARACTERISTICSの規

定に合格していればレーシングディビジョン

のアコモデーション規則(IMSレギュレーシ

ョンPart3)に適合しているものとみなされ

－6－
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IMSレギュレーションの救済措置の緩和に関するQ&A
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Q1.IORが今後どんどん先細りになって、

IORボートか出場できるレースがなくなっ

てしまう可能性かあるので、それを救済する

意味でこの措置が発動されたと聞いています。

IORボートならば､どんなものでもIMSレギ

ュレーションに適合とみなされるのですか。

A1.IORでもアコモデーションを規定し

たルールがありました。レベルレーサーを対

象にした通称、グリーンブック（アコモデー

ションの項)です｡そこではレーティングの大

きさによってそのアコモデーションを規定し

ています。この規定に合格していれば、IMS

レギュレーションに適合しているものとみな

す、というのがこの救済措置の主旨です。

Q2.この救済措置を受けるためには、IOR

証書を持っていなければならないのですか。

A2.原文どおりだと|OR証言が必要にな

ってくるように解釈できるのですが、今回の

緩和措置（前出）ではグリーンブックの摘要

条件をレーティングで分けるのに加えて、全

長でも区分けするとしているので、その必要

はなくなりました。

Q3.つまり、IORボートでなくても、この

救済措置が受けられるということですか。

A3.そのとおりです。ただし、あくまでも

エイジデイトまたはシリーズデイトが1994年

1月より前のものに限ります。

Q4．クルーザー／レーサー・ディビジョン

でもレーシング・ディビジョンでもこの救済

措置が受けられますか。

A4.|ORのグリーンブック適合艇に対す

る救済措置は、あくまでもレーシング・ディ

ビジョンに対してのみの適用となります。ク

ルーザー／レーサー・ディビジョンについて

は、また別の救済措置があります（注1）。

Q5.この救済措置によれば、スウィング31

はスタンダードのままで、IMSに適合できま

すか。

A5.スウイング31はわかりませんが､ヤマ

八31Sは後述の通りです。

Q6．以前にIMSレギュレーションに合う

ように改造してIMS証書を取得したのです

が、この救済措置か適用されそうなので、そ

れに合わせて、アコモデーションを減らそう

と考えています。許されますか。

A6.そういう行為は|MSレギュレーショヘ
ンの103.2.の項によって明確に否定されてい

ます（注2)｡

（注1）クルーザー／レーサー・ディビジョ

ンの救済措置；工イジデイトまたはシリーズ

デイトが1989年7月より前のヨットは、｜日

|MSレギュレーションの規定を満たしてい

れば適格となります。

（注2)IMSレギュレーションの103.2.レー

シングディビジョン：「…前略…このことは

既存のアコモデーションを減らしてもよいと

いうことではない。救済措置を受けなくとも

IMSアコモデーション規則にもとから適合

していたヨットには、救済措置は適用されな

い。また、1994年1月より前にあったアコモ

デーションを減らしたヨットはレーシングデ

ィビジョンに適合しない｣。
へ

IMSしギユレーション103.2.GRANDFATHERING(救済措置)適用例

YAMAHA-31Sの場合一
Y-31Sは初号艇が1991年進水のため、

103.2のC/RDIVのGRANDFATH-

ERINGは適用されず(AGE1989年7月以

前)､RDIVのGRANDFATHERINGが

適用される。

RDIVのGRANDFATHERINGは、

GREENBOOKのSEC13．ヨットの特

徴(YACHTCHARACTARISTICS)

に適合すれば、IMSRDIVとしてIMSレギ

ュレーションPART3およびPART2.203

（許可される材料と構造）に適合していると

みなされるものである。IMSレギュレーショ

ンのアコモデーション要求に比べ、

GREENBOOKの要求は非常に軽く、多

くの艇がIMSにてレースを楽しめるように

なる｡

以下､具体例としてフリートの大きなY-31

SをGREENBOOKに適合しているかシ

ュミレーションしてみる。

Y-31S:全長=9.50m従って1/2TONと

して扱われる。

1/2TONのG.B規定とY31Sの比較

G.B13.1，13.2

インテリアディメンジョン

（キャビンソールエリアとヘッドルーム）

G.B13.3

清水容量5皿

｜(獺:） ＊

G.B13．4寝台およびマットレス数

33以上

ﾏｯﾄの大きさ1.9m×0.55/0.35ml-

G.B13.5チヤートテーブル

チャートワーク|こ＃動平面｜専用ﾁｬーﾄﾃーﾙ有

G.B13．6

炊事識”@等44付|標準では熱＊
（137，13．8，13．9は略）

以上5項目のうち、末尾に＊をつけた項目

が要対応となる。通常、ジンバル十ストーブ

を進水時または進水後取付けている場合が多

｢百百刃
0.5m2

1．2m

0.35m

1.70m

F訂司
0.8m2以上

1.6m以上

0.5m以上

1.7m以上

Ａ
Ｃ
Ｗ
Ｈ

Ａ
Ｌ
ム

Ｅ
ｉ

Ｒ
さ
Ｎ

Ａ
長
幅
岫
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IMS
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バイブウォータータンクFGZ-64251-00

×2ケ
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‐
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n
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1
u

、ST[)タンクへ

261－00×｜ケ

I－－

＝一一｝く－、

Ul

、ﾀﾝｸウォーターA15-64
’

201

その他：バンドホースl590601-llp25×'0ケタコ
ホース'90669-30-5m

|Ddl2

Y－3151MSレギュレーション対応建造図

手く納まらない場合、別図のようにフォクス

ルバース下部にタンクを固定し配管を追加す

る方法が良い。日曜大工程度のことで作業可

なので、自分で工事してみるのも艇を知る上

で良いのではないだろうか。

満たすには100以上のポリタンクを増設（固

定が必要）すれば良いことになっている。し

たがって、ギヤレー下のスペースに10qタン

クを上手く入れられれば､それでOKだが(ベ

ルト等でしっかりと固定する必要はある)､上

いと思われるので(Y-31Sではストーブ取付

スペースは標準で設定されている)、

GB.13.3に関し対策の一例を示す。

･Y-31Sは､20qポリタンクを2本ギヤレー

シンク下に装備している。従って、ルールを

YAMAHA31SのIMSクラブ証書料金の実例
別表のとおり計算すると下記のようになります。と交通費／宿泊費（実費）と、セイル計測料

計測申込料：16,000円金（メイン：70円×全長ftジブ:50円×全

計測実施手当：800×31ft+10,000=34,800円長スピン:55円×全長）が、加算されたも

(IMS全計測の場合:138,500円のがトータル費用となります（プロペラが標

スタンダード計測の場合：56,500円）準タイプでない場合は100円×全長ftが加算

合計：50,800円されます)。

＊合計金額に移動時間手当(1800円／1時間)*IMSの全計測やスタンダード計測と比較

すると費用が少なくてすみ、また傾斜テスト

を行わないためにそれぞれの係留場所にて計

測を実施できるため、回航等に関わる費用時

間もかかりません（傾斜テストは、関東の場

合、通常三崎で実施しています)。

*|MSクラブ計測の時間は3～4時間が必

要となります。

－8－



新しい風に、新しい帆を(その5）
●●●●●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●●●●■●●●●■●●●●

関東支部規約運営等検討94年'2月設置特別委員会

略称94'2委員会委員長高田尚之
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ﾛ●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●■●■●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

7月26日関東支部では臨時代議員会を開催します。9412委員会か

ら5つの議案を提出し、いよいよ関東支部の将来をステップごとに

決めていくことになりました。誌面の都合て議案や提出要旨の全文

を掲載できません。ここでは要点だけをお伝えします。詳しくは、

代議員からの報告を聞いてください。

関東支部は基本方針のおおはば転換が必要……

9412委il会は、9310委此公を発展的に継承して以米､代i職iの議決

に従って、閃束支部の蝿11改定や運営のﾉj針を探るため摘発に活動を

してきました。

その結果、9310委興会で解析した関東支祁の馳伏認識、その対応策

としての本部の公益法人化と関東支部のクラブ活動化、糸I朧の細分化

の結論を枝極的に是認しました。

目下、委此会がしている作};は、その路線上で将米の閏束支部のあ

り〃の細II案を模索しています。模索の!I1心I洲題は、rl然発生的にで

きてきたクラブと、糺職として個人加MMで祉卜ilを形成している会員・

組織がどのように互いに巡挑できるかです。特に、クラブにこちらを

向いてもらうための具体的施策を検討しています。

いま、閃來支部はクラブとの連携だけではなく、赤了:iIWIの改善、

ボランティア不足の解消群、重要な諾間脳のl'illl揃料夫をも1Iざさねば

ならないのです。

そのために委員会は、閃來支部は政策をｲⅡ当に大きく変史する必要

があると与えています。

大きな政策的変更を決断するにあたっては、選択肢のひとつずつを

岬床し、その段階その段階で決|析しながら具体案につめて行かねばな

りません。その決断が比主的に行われることがもっとも亜典です。選

抑I支を仮定で決断し、それを繰り返し、その仮定の元に作業を進める

と、きわめて多11皮・多数の案を柵かねばならなくなります。

現時点では委員会はかなり細目にわたる業案を整理するｲ1業にかか

ってはいますが、それらをもとに政策転換をもとめ、誇瀧をすすめて

行くのは、いたずらに＃lllllにわたる議論にはまりこむおそれがあって

本筋を忘れてしまうことになりかねません。

幸いなことには、本部が､lt水執行部になって以来本#|職造改革委

員会が本格的に始動し、すでに数回の委此会では、本部の公溢法人化

支部のクラブ活動主体化が今後のNORCの」IL本政策の縦となること

で合意ざれ、まもなく成文化されるところまできています。これは、

関東支部がかねてより9310の誇掻や代議11会の審議を通じて望んで

いたことで、それが実を結ぼうとしているのです。関東支部も本剖構

造改革委此会の審議に呼応して、関東支那のﾉI嘩本方針を確定せねばな

らない状況にあります。

そこで私たちの委員会は、臨時閃束代i漣I会の開催を要求し、関東

支部運営の将米にわたるJILﾉi兎方針を確定するよう促すことにし、関連

議案を提出しました。そのうち、関東支祁の将来にかかわる砿業を中

心にご柵Iiします。

本部との仕事、人、もの、金を分けよう……

「NORC本部と関東支部の分離方針の再確認および早期実施に閏す

る決議」案

｜災1束支部・本部の分離については93年10)=1、代議員会で議決され､へ
「できるところから開始する」ということであったのですが、当時よ

り1fi斗を繩世した現在も分離は一向に進捗していません。

理由は、本祁が陳定内閣であったことや本部の構造改革の濡識進

んでいなかったことと関連があります。関東支部も本部も動かしてい

る人はl1ilじ人々・財布も関東支部の財布は、4.在もないのです。

閃束支部がいろいろなlllj辿点を抱えていると|11時に、本部もいろい

ろな問題点を抱えています。HI恕的には、それらを一挙に解決できる

のがいいのです力量、それにはI1#間もエネルギーもたくさんかかります。

本部と関東支部とを仕事＝機能、人、もの、金と、まず分離して、本

祁は本部、｜則束支部は関東支部と、糸をほぐしながら解決莱を求めて

いこうというの力式931腰貝会の方針で､重点は関東支部をキチンと整

理してみてからということになったのです。

その後この考え力雰9412委il会へと継承され､|則束支部の大IIM方針転

換が具体的にAI吐に乗りはじめたとたん、一祁上層部より公式の席上

でも分離にたいする異論が散見されるようになり、このままではこの

問題で混乱を拙きかねない状況になることが考えられるのです。

本部は専ら公益的活動を、支部は専らクラブ活動を、というのが今へ
回の関東水城における変革・終111の大前提です。いわば、何のために

NORCに入るのか、NORCに入って何のメリットがあるの？の命題

に答えるカギの一つがここにあるのです。そこでこの際、その大前提

のもとに関東文祁を考えて行こうではないか、との再確認が必要なの

です。

｢本部・支部をわけると､金がかかる｣……

「本部・閏火支祁分離にともなう経費の支出を関東支部基金から支出

することを認める決議」案

本部と支祁を分離すると、その実施に伴い分剛鎚程でのコストの発

生、つまり:11m、一時的に費川がかかることは予想されます。具体的

には、会計分離11業における人孵し、設術恥し等です。

委員会では、私たちが外洋11ﾘ睦艇にまつわって活動するにあたり、

活発にやればやるほど、また、会を民主的に述営しようとすればする

ほど、金はかかると思っています。何もせず、独断でやれば金はかか

りません。

必要な総,I蛎吐は、本部と支部が分離しよう力罫しまいが、|!i1じょう

に発生すると縁えています。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●ﾛ●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●■●●■●●●●●●､､､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■●●●●●●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●q
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私たちは、会を活性化させ、民主化させ、しかも金のかからない方

策を考えなくてはなりません。つまり、金=i師力に必要なコストをど

う納得しながら皆が払うか、どこまでなら、どの活動になら払えるの

か、を考えようとしているのです。関東支部力斗包えている1111題も、本

部が抱えている問題も、｢金｣さえあれば､その大部分はOKなのです。

いま、関東支部は糸聡肋雰大きすぎて、大きすぎる組織のためにボラ

ンティアでやってやろうという人が極端に少なくなってしまったので

す。つまり、ボランティアでいろいろなコストを吸収できないのです。

遊ぶ人と苦労する人が分かれてしまったのです。

知らない人のためにボランティアはできない。ヤツテヤルばかりで

はいやだ、力斗儲血でしょう。身近のクラブでは、確かに,l',ll11はあるで

へしようが、見蛎に皆が労力を出し合い、金をかけずにやっています。
fll縦が小さく、お互い力罫兄える範囲の活動をしているからです。交代

でボランティアをしているからです。

ボランティアが育ちやすいし、育てようともしているはずです。

とりあえず、かかる出川はたいした曲用ではないはずなので、まず

本部と支部を分ける。そして、支部の仕事を完全に洗いなおす。庶務

や会計についても柴務分析をし、業務の整理や堆務の分散、会計シス

テムの簡略化等、検討をして行く。金を払わないで、おI[いに労力を

出し合って吸収して行こう。そのためには、次に提案するように、関

東支部を小さな析動単位にくくりなおし、そこにすべての椛限を委譲

し、小さな活動単位でボランティアをしながらコストを吸収して行く。

これが簡単にいえば委員会が考えているシナリオなのです。

別な言い方でいえば、NORC発足の時代、腺点にもどってみようと

しているのです。

小さいことは、いいことだ……

「|刻束支部を小活動単位に分割し、その各々を支部化するi好調案・
へ

全文

「脚束支部は比主化の面、人的・経済的・社会的状況の変化に積極的

に対応する必要があるが、関東支部が現在の大きさのままでそれらに

適合し、荊鰐し続けて行くことは困難である。従って、本祁は公益法

人としての機能を強化し、支部は、他の地方支祁程度の大きさを念頭

に起きつつ、凪通しが良く、会員同志が互いに顔の見える範囲の小柴

｜､jl(小さな活動iii位）に分削剥聯し述営する。その際、できる限りの

権限をその小さな活動単位に画妾下し、その各集団は支部としての機

能を発揮できるようにする。

小集|]の椛築には、得地域損情を考慮しな力ざら、その地域の自沽を

尊重し進める。小単位で椛限を委譲されたNORCの会員とヨ､ソトクラ

ブの会員とが‐緒になって行肋し、その地域の特性に応じ、多様化す

るニーズに応えな力ざら、や力ぎてヨットマンとしての同一の'1棟に向け

て努力を積み'二げて行くことを目指す。

小活動単位は、ILI然発生した各地城のクラブと述携を取り、競合l則

係を脱する。現在の関東水城に基"を持つこれらのヨットクラブをリ

ードしている人々はNORCの会員であるので、この人々のﾉJを借りな

がら、月に見える範囲にくくり直した大きさのili.位のIITで洲確を統け
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て行く。その際の原則は、NORCのサイドからクラブにお願いし、協

ﾉJを求めて行くことである｣。

関東水域における支部の役割とその問題点……

この決議がつくられるまでには、私たちはとても多くの議論をして

きました。つまり、9310.9412委員会の誇菰を通じて、「|則束水域にお

ける支部の役剖」と「現在の関東支部の問題点」を話し合ってきたわ

けです。まとめてみると以下のようになります。

「関東水域における支部の役割」

1．クラブ的な活動に専念し、公続的活動は本部がする。

2．会員力斗|尚1人としてはなし得ない事柄を関係機関に典巾して行く

窓口の役削をはたす。いわば、下意上達の側面をも強化する。

3．「r1分たちの会であるとか、l'I分たちの声力逓る会なのだ｣とか

の自覚を尚めるために、真に腿主的で客鋤勺に透明度の高い糺職

を会員に保証する。

4．3を椛築するためには、会il参加のもとにこれを行う。

5．同時に支部に高い自主性が必要である。

6．新たなボランティアに参入を求め、新たなボランティアを剛ｲi

する。

7．地域と密着した活勤を行う。

「現在の関東支部の問題点」

1．糺職が大きすぎることによる欠陥に翻弄されている。大きいま

まで、真に熈主化し、活性化させて行くには、多大な労力と多大

な資金の投入が必要である(誰が引き受けるか、負担するか)。｜〔

大な人数の利益のためにボランティア活動をすることは困難であ

る(ボランティアの不足、新たなボランティアに参入を求め、新た

なボランティアを開拓することが極めて難しい状況)。

2．現在、会員が負狐している会曲では、柄勤も限界に近い。

3．現在の支部i舌勤は、フリート主体の活動とはいえない。従米よ

り踏襲してきたフリートを主体とする政策は、有名伽実に近いも

のになっている(フリートに所属し、責任を持たされた個人が、個

人的に仲間を集めボランティア活動をすることにより成り立って

いて、あたかも「フリートが活動しているように見えている｣)。

4．現実の文部活動は、自然発生した各地城のクラブが次第に中心

的な役荊を狐いつつあり、関束支那はそれに対応できていない(目

の前のヨットクラブで、会員がヨットライフを楽しめる状況に変

わってきたため、会員の脱落を積極的にくい止めることができな

い)。

5．各ヨットクラブとの共存共栄の接点を兄つけるの力烹必要なのに

関束支部が現在の大きさでは気の速くなる程の手統きが必要であ

る。

そこで、委此会ではこれらの問題点を解決して行くには、この'環、

思い切った政策的変更が必要と考え、関東代誰貝会が会幽を代表し、

これらの政策変更の決断をすべきIIW91と考えたのです。（つづく）

■｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●①●●●●●●■●､●O●●●●■●●●●■●●●●●●●●●■･■●､●●●●●●●●■●●■●●●●●●⑭●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●
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<たか>提訴シリーズ(第16回）

NORCの主張､総括終わる

5月31日に、NORCは｢準備書面(7)｣および

「準備害面(8)」を裁判所に提出しました。（7）

は､原告の求めに応じた､復原力に関するORC

の規定、NORCの登録基準､国の船検の検査基

準などの関係を詳しく述べたものです。（8)は、

これまでの原告の主張に対するNORCの反論

を篝里した、いわば総括です。今後、特別の

事情が生まれない限り、(7)および(8)がNORC

側の最終の「準備書面」になりそうです。

以下にその概要をこ紹介します。

原告は、かねてからNORCの復原力に関す

る規定が甘く、｢危険なヨットをすべて安全で

あると認める結果となっている（原告の準備

書面(9)および準備書面('2)」と主張していま

す。これに対しNORCは、ORCの特別規定では

自己復原力消失角度の数値が定められていな

いが、ORCの適用を受ける｢IORによると、そ

の角度は90度であると定められている｣｡また

同じ<ORCの適用を受ける｢|MSによると、そ

の角度は'03度であるとされている｣｡｢ヨット

を含む船舶の安全性に関しては様々な法律や

規則が定められているが」「小型帆船特殊基

準」「において、次のように規定されている」

「沿海区域以上90度｣。「第二種小型帆船であ

る本件ヨットにおいては、正の自己復原力を

保持する角度は、最大限90度でよいというの

が日本の小型帆船に関する規定である｣｡そし

て「NORCは登録艇の最低基準として安全規

則を定め｣｢マストヘッドが水面に接触するま

で傾けても、復原力が正であることをいう」

と、きわめて明解に指摘、「NORCの登録艇で

かつ、ORCの適用を受けるレースに参加する

艇は、以上のすべての基準を満たす必要があ

る｣｢本件たか号の正の自己復原力を消失する

最低限度の角度は､そのIMS証言によると|08

度であった。したがって、たか号は必要とさ

れた適正な自己復原力を十分に有していたこ

とになる」と語命しました。

準備書面(8)では、まず「危険を絶対的に回

避する方法は、外洋帆走レースを開催しない

以外にあり得ない」とし、かつて「長距離の

外洋レースの危険は計り知れない」から「開

催すべきでない」と主張した英国の著名なジ

ャーナリストの説を引用、「にもかかわらず、

今日なお、世界の各地で外洋帆走レースが開

催され、これに参加するヨットとクルーが存

在するのは何故だろうか」と前提クルーは

「自らの生命ばかり力仲間の命を落とす危険

性のあることを承知でレース艇に乗り込むの

である。遭遇するかも知れないあらゆる危難

は、自己と相互信頼の絆で結ばれたヨット仲

間の全人格的な失職・鑑賞・ノウハウによっ

てこれを回避できると確信し、かりに危険に

遭遇して最悪の事態に至ったとしても、他に

責任を転嫁することなく、最後まで自己責任

を貫き、シーマンシップに殉じるのである｣。

クルーの価値観は「近代法の過失責任の原則

（過失なきところに責任なしとする枠内での

個人活動の自由を保証する原則）に、もっと

も忠実なのかも知れない」と述べました。

開催者の責任に関しては「被告協会と会員

との関係をみるに、両者問には、雇用関係も

しくはこれに類する関係にみられる監督と服

従の関係や、親権者と未成年者の保護者関係

にみられる保護・指導と服従の関係、さらに

は、競技の性格から危険が予想されるもので

あっても人為的管理が可能であるが故に安全

配慮義務の有無が争点となるトライアスロン

やモトクロスなどの競技の場合のような関係

は存在しないと解される｣｢レース参加は強制

でも義務でもなく、自らの意思でシーマンシ

ップを発揮するか否かに過ぎない。参加と参

加放棄に関して、なんら協会の意思に拘束さ

れるものは存在しない」と指摘しました。

その他、原告の主張への逐次の反論として

「原告が立脚していると思われるスタンスは、

まず初めに外洋帆走に関するプロ級の集団と

しての被告協会があって、その協会は、いわ

ゆる知識・経験等に乏しいレース参加希望会

員に対し、手を取り足を取り、舟艇の安全性

の確保等に関する情報の提供とともに、レー

ス中における具体的航行における舟艇の安全

を瑠呆し指導する法的義務を負担しているも

のであり、あたかも、初心者たる小中学生が

沿岸でヨットレースに参加する場合の主催者

と参加者の関係の法的責任と同様と思われ

る｣｢原告の被告協会の主張そのものがまった

く理論的でないとするところは理解に苦しむ

ところであり、それは、おそらく外洋ヨット

レースの本質や実態および協会と会員・レー

ス参加者（艇）との関係を十分に理解できな

いか、あるいは理解したくないとする気持ち

が強過ぎるせいであろうと思われる｣｢被告協

会と会員の関係を理解すれば、主催者として

の被告協会の責任の範囲は自ら明らかになり、

本件事故に関して被告協会の注意義務違反が

存在しないこと、かりに原告主張の注意義務

違反があったとしても本件事故との間に因果
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関係がないことは理解できるはずである｣｢被

告協会は、会員に対して危険なスポーツを強

要して、自らの利益のために開催し、参加艇

を選定することはあり得ない。外洋ヨットレ

ースは、本来、レース参加者（オーナーが中

心)が､（自然の外洋を相手の危険なスポーツ）

であることを承知（危険の引受け）で参加す

ることを決断するものであるから、(細心の注

意をはらって、できる限りの危険を避ける）

ために、クルーをして知識・経験等を高め、

より高度な技量を習得させるとともに、参加

ヨットの性能等を外洋帆走に相応しい水準に

適合させ、そのうえで自らが承認した（レー

スの公平さとスポーツマンシップの確保のた

めの）ルールを遵守することを誓約したうえ‘へ
で、各レース委員会の開催するレースに参加

するものである。原告の主張する（細心の注

意）も（危険を避ける）方法も、具体的な帆

走においては参加者自ら負担するものであ

る｣｢被告協会にレースの中止義務を負担させ

ると、中止する要件を定めなければならず、

その要件に該当する場合に限り中止が発表さ

れることになる。しかし広域な外洋の自然条

件は陸上で的確に把握できず、あらかじめ規

定して概要件自体を明文化するのは困難であ

る」「原告も指摘しているように、レース開始

前からコース海域に低気圧の接近が予想され

ていたのであるから、救命装備品としてもっ

とも重要なイーパブの作動・操作に熟達して

おく基本的な義務があったのに、これを安易

に''解怠して事前の作動確認を怠ったために、へ
本件事故の被害拡大につながったものと解さ

れる」「事前確認しなかったことは、本件レー

ス開始時点から危難遭遇時点までの問に、原

告が主張しているような切迫した危険が連続

して存在したものではないことを推定させる

ものである」「文書すら読んでいないクルー

は、その文書の暖昧さ故にイーパブの作動を

誤ることはあり得ないのであるから、本件事

故と原告主張の文書の暖昧さとの間に、法的

な因果関係は存在しない」などと展開しまし

た。

準備書面(8)は、B5版23頁におよんでいて、

以上はほんのさわりです。できれば全文をお

伝えしたかったのですが紙面の都合上、残り

の部分は機会を選んで改めてご紹介します。

なお6月28日と7月’9日の法廷で双方の証

人を決める予定です。初秋から、どうやらや

っと証人尋問の段階に入れそうです。以上
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NORC海岸局訪問記(その3）

f"？■淡輪(たんのわ)ヨツド 蕊蕊
局

内海支部通信委員会／淡輪ヨシ トクラブ副会長吉田恒男
配悪

淡輪ヨット局は大阪湾の南西部に位置する

淡輪ヨットハーバー（大阪府泉南郡岬町淡輪

6190番地（鮒大阪府マリーナ協会）内に設置

されている。ロケーションとしては南側背後

に桜やつつじで有名な「淡輪遊園」の小高い

丘が迫っているが、北側正面に神戸や六甲の

山並みが広がり、左に淡路島から友ヶ島が連

なり、右には大阪市に至る沿岸の各市町が見

通せるという場所である。無線機の置かれて

いるマリーナ協会旧管理棟2階の無線室から

は270度の展望が開け、天気の良い日には大

阪湾の全域を見通すことができる。
一

NORC関係の無織幾は国際VHF(74ch)およ

U#HF･SSBであるが、この他に今急成長中の

マリンVHF(おおさかわんセンター局、77，

87ch)や小型船安全協会の400MHz帯、アマ無

線のクラブ局(JK3YXP)が開局され、同居し

ている。

VHF用のアンテナは、この管理棟の直ぐ．東

に誉える自立型の25米タワーに、アマ無線用

の3エレ、4エレ八木と一緒に取付けられて

おり、また、HF･SSB用のダイポールは、こ

のタワーと管理棟屋根の問に、東西方向に張

られている。

従って、国際VHFやマリンVHFでは大阪湾

全域がカバーでき、また、回析波によるもの

か見通し外の姫路沖の家島群島や淡路島南の

沼島、和歌山の大崎あたりとも、交信に成功

へしている。HFの伝搬は南北に開けており、西
にある博多局方面とは昨年の環太平洋レース

ー

時のテストでは、2メガ、4メガとも成功し

なかった。

淡輪ヨット局の開局は'991年で、NORCが

主管して行われた、第2回メルボルン～大阪

レースをサポートするためであった。その後

あまり運用される機会がなかったが、日乍年の

環太平洋レースでは、HFによる上海コースの

ロールコールおよび24時間体制で、大阪湾に

入った全艇とVHFによる交信を行った。また

このレースで駿河湾沖を航行していたロス・

コースの参加艇に病人が発生、ヘリによる医

師の派遣要請があり、結局「金が要るなら我

’|曼する」となり、淡輪ハーバーで救急車が待

機するハメになったが、ここでもHF，VHFが

大活躍した。

また、この無線室に'994年4月～9月にか

けて環太平洋レースおよび関西国際空港開港

を記念して、日本アマチュア無線連盟により
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たんのわヨット局外観

ムクラブとして正式に発足し、現在'5名の会

員が登録している。今後無線知識の普及や外

洋に出る艇のサポート等、マリンVHFと合わ

せて、フネの楽しみをより充実させようと関

係者は力を入れている。

残念ながら、小型船安全協会の無線は普及

が進まず現在は休眠中というのが実状である

●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

：

;「みやけヨット｣｢ちたヨット」：
;「おたるNORCヨット｣が開局；
●

：
:船舶局贄及に弾み．
● ●

：かねてより準備を進めていましたNORCの国：
● ●

：際VHF海岸局「みやけヨット」と「ちたヨツ：
：卜｣、「おたるNORCヨット｣が、この6月末相：

：次いで開局、各支部での運用が開始されまし：
● ●

：た。これでNORCの海岸局は、小樽、三崎､：
：三宅､知多､宮津､淡輪､博多の7局となりました｡:

：三宅と知多は、財日本船舶振興会の補助金事：
● ●

：業を受け開設したもので、従来の三崎ヨットと：
：ともに烏羽レースをはじめ両支部主催のレース：

：で活躍が期待されます。また小樽は、同居させ：
■ ●

：ていただく祝津マリーナのマリンVHF海岸局：

：との．・オペレーションでの活躍が期待されま：

：す。三宅.知多は当面レース時のみ運用となり：
● ●

：ます。小樽は委託による常時運用ですので、－：

：度所属船舶局から呼んでみて、通信状況の状：

：況把握をお願いいたします。詳細は、111頁次本誌：
● ●

：連載｢海岸局訪問｣で紹介します。｡
：

：「みやけヨット」東京都三宅島北端
：

:25WCH71(三崎ヨットで遠隔操作可）・
●

：
：「ちたヨット」愛知県知多半島南端．
:50WCH74:

：「おたるNORCヨット」北海道小樽市祝津：
： ・

IOWCH71:
:.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.。

無線室から八一バーを見る

記念局(8J3KIX)が開設され、｜万8千局と

の交信が達成された。

当海岸局の運用はマリーナ協会職員および

淡輪ヨットクラブ員の中の有資格者（｜総、

3総、4海通、｜海特）が当ることになって

いるが、環太平洋レースの様な特別な行事を

除いて、平素はマリーナ協会の執務時間帯の

み、協会職員によって運用されている。

NORC関係以外のものについては、マリン

VHFは大阪湾内の各マリーナで組織されてい

る大阪湾マリンVHF協議会の海岸局として、

現在'60艇の加盟をみている。そして昨年7

月、相互に海岸局を利用可能にするために四

国、中国、北九州の瀬戸内の各局と瀬戸内マ

リン協議会を結成、さらに近く開局が予定さ

れている和歌山の局も含め、紀伊水道から瀬

戸内海までの広範囲をカバーする、広域通信

が実現し、将来の主要通信手段として発展が

見込まれている。

また、アマ無線は今年3月に淡輪マリンハ
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たまには机の上でﾖｯﾄを学んでみよう

デザインや建造の知識が身につく「ヨットの科学」勉強会

ケスト：「ﾖｯﾄの科学｣勉強会主宰／大橋且典氏
聞き手:OFFSHORE市川和彦

以前、ヨットの設計・建造を学i〈「ヨット

デザイン塾」を企画したヨットデザイナー

(NORC詐則委員長)大橋且典氏が、このた

び新たに「ヨットの科学」という勉強会を発

足させた。「ヨットデザイン塾｣は、設計の基

礎を身につけるためカリキュラムに従って受

講内容が進んだが、「ヨットの科学｣は1回ご

とにテーマが決められた講演会スタイルを取

っており、興味のあるテーマだけ受講しても

かまわない。ヨットの設計・建造に興味があ

れば誰でも出席できるということなので、そ

の内容について大橋氏に聞いてみた。

●まず、「ヨットデザイン塾｣の経緯について

教えてください。

建築パースの塾を|)Mいている知人から､｢教室

が空いているときに何か利用してみないか」

と言われたのが、きっかけでした。陥迦1回

の講義×12回(約半年）を1クールとして、’

93年6月～'94年12)Iまでの間に訓･3クール、

つまり3期生まで消化しました。

●どんな内容でしたか。

カリキュラムに従って、チェンプレートや

FRPの強度i汁算、プラニメーターの使い方、

水線長／排水:III:比などについて解脱したり、

実際に造船所でfj錫工程を視察しました。宿

題もありましたよ。受講者の大半は、ごく一

般的なセーリングクルーザーのオーナー雁で

自作経験群はほとんどいませんでした。プロ

指向の人も何人かいましたが、一般の工業デ

ザイナーでヨットもテリトリーに加えたいと

いう人も3人ほどいました。1クール4～5

人の受講者で3IWI畠まで出したから、卒業者

は計14～15人というところです。IMfll'|jは私

と、林竪之ﾎlli氏、角I1背彦氏の3人力爵lll､I1しま

した。

●3期で終了した理由は何ですか。

借りていた建築パースの教室が移蛎のために

使えなくなったこともありましたが、31111も

l'ilじことを繰り返しやって、私たちi"lijが飽

きてしまったことが大きな理由でした。ビジ

ネスとしてやっていたわけではなかったです

からね。統けてくれという声もありましたが

学校としてどのように体裁を整えてｲjったら

良いのかわかりませんでした。何とかFさぐ

りで3回やってみましたが、もし|"'i的に行

うとなったら、これは非附に雌しい問題です

●それで、発想を変えた「ヨットの科学」勉

強会となったのですか。

「ヨットデザイン塾」の雌後の頃、横山晃氏

や熊沢時寛氏を招いて誰油会を行いました。

そのとき、こういう方法がmiILIいなと感じま

した。‐‐方通行の授業とちがって識寅会なら

話す側も楽しいし、質|IIIもしやすいです。荊

油を交えた勉強会、シンポジウムみたいな性

格ですね。

●「ヨットの科学」は、どのようなスケジュ

ールと内容て進んで行くのですか。

"1111iは、4月15日に行われました。基本的

に、偶数月中旬の土IIM1-1に|)M樅して行く予定

です。初回のテーマは「キール取りつけ部の

柵造」で、講師は“小型ヨ､ソト安全検討委典

会”のメンバーである林礎之輔氏に頼みまし

た。l'il委員会で話し合われた内容の報告を兼

ねた誰油といった感じで進みました。このと

き、専門誌に告知を打って20人ほど集まりま

したが、塾時代の生徒さんが多数来てくれま

した。

鋪2111|は6月10日に行われ、沢地繁氏による

「IMSのVPPプログラムの内部」というテー

マでした。これには25人ほどが集まり、セー

ルメーカーやデザイナー、ビルダー関係者の

他、NORCレースで橘雌しているスキッパー

格の人力ぎ多数集まりました。礎''1も多く出さ

れ、内祥的には話題力探くル'|り下げられたり

逆に広がったりして、かなり充実しました。

"3IIIIIIは8H26日の予定で､｢ヨットと水榊

試験」というテーマです。i"lliは、ニッポン

チヤレンジの水i齢C験に鵬わった、三井造船

の松ﾉ'二亨介氏。実際に三ﾙｰ造船の研究室で実

際にタンクを動かすので私自身も興味があり

ます。ヨットの理論はわかったつもりでも、

水榊,訓職の愈義や仕組みなどがはっきりわか

らないというセーラーにとっては、大いに参

苓になるはずです。

その後の予定としては、IACC艇の構造につ

いて尚橘太郎氏にお願いしている他、金沢1：

大の恥III教授や野本歌作氏などにもご薙場い

ただきたいと思っています。

●幅の広い教授陣ですね。

シンポジウム的な性格が強いですから、洲'llli

－1q－
Iu

熱心な勉強会風景

間の交流も楽しみなのです。先生方にしても

知りたい分Ⅲfがあるわけで、そうなると次は

あの人に米ていただこうという感じになって

輪が広がるのです。だから、テーマも無理を

してレベルを下げたりしません。生徒に物を

教える学校ではありませんからね。こう言う

と堅苦しさを感じるかも知れませんが、皆の

顔を見るのが楽しみで来る人が多いような気

がします。ヨツトクラブのような雰囲気が出

米上がっていますよ。

●それでも実際、話について行けない人も出一己
ますね。

第1回凹から、誰波の後にアンケートを取っ

ているので、わからない人のためにまとめて

勉強会をやりたいと思っています。その方法

については考え中ですが、もし行うとしたら

講演のない月を選んで交互に行うことになる

でしょう。

●「ヨットの科学」になってからは毎回、講

演場所を探さなくてはならないのでしょう。

運営して行く上での悩みはありませんか。

今のところ、1人1回7,400円(当H9,000円）

の会賀をいただいており、識IIjの方には車代

程度の謝礼を出しています。でも、講演する

からには研究材料を整理したり黄料を作成し

なければなりませんので、本当はもっと運営

予算が必妥です。どこかスポンサーになって

くれるところ力罫ありませんかね(笑)。一般セ

－ラーを交えて先生方が自由に発言できる場

というのは大変に重要です。

追記

以前、ヨットデザイナー協会を作ったこと

があったそうだが、あまり機能しなかったと

いう。やはり形から入るより、「ヨットの科学」

の中身から人って行く方が現実的である。識

者同士の意見交流の場として機能する一方、

それに一般セーラーも自由に参加できるとい

うオープンな発想に期待したい。専|i'j的な理

論がよくわからなくても、参加することで得

るものは大きいはずである。(ilj川）

※「ヨットの科学」勉強会

問い合わせ先：ヴァンデスュタット大橋／

TEL&FAXO3-3669-8140

NIFTYID:CXJO5026

ユ
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第9(回石原裕次郎ﾒﾓﾘｱﾙ･ﾖｯﾄ･ﾚーｽ'95のお知らせ 鍛識蕊｡_…
開催日:1995年8月27日旧）レイトエントリーとして受け付ける。（※前号でポロシャツ¥3,500と掲載
スタート予定時刻：8月27日(日）ただし、22日(火正午までとする。そしましたが、左下の通りに変更いた

l0:001MS・|ORクラスの場合ペナルティとしてエントリーします）

10:10ノンレーテイングクラス費は¥|3,000とする。出艇申告・艇長会議:8月24日附

10:20CRクラス参加申し込み先：日本外洋帆走協会(NORC)会場：国労会館8F

参加申込み：8月｜日(火)～8月'8日閏l7:00TELO3(3504)|911(東京駅八重洲ロより京橋側へ徒歩
所定の申込み用紙を使用のこと。FAXO3(3504)|9143分）
エントリー費の払込みをもって申込〒'05東京都港区虎ノ門1-||-2●出艇申告|7:00～19：00

み完了とする。（第2燗狛振興ビル）※出艇申告時提出書類：
実施要項及び申込害の入手はFAXサ振込口座：住友銀行東京公務部I.レーティンク証書コピー
ービスにてお願いします。普通預金2891502,所定の出艇申告用紙（裕次郎レ

03-3504-'910パーティ費:1名につき¥2,000(3名まではエ－ス用）

エントリー費：｜艇につき¥10,000(パーティ費3ントリー費に含まれる）●艇長会議19:00～20：00

名分含む）記念ダンガリーシャツ：予約受付中※艇長会議に欠席の艇はレース出場
＊申し込みの締切りに遅れた艇は、｜枚￥3,900（税込)NORCにて不可とする。

一一

…

"篭,

第 5回関根久メモリアルヨシトレースのお知らせ
、"卓職溌讓”

主
共
開
へ

催
催
日
ス

浦賀黒船倶楽部

NORC浦賀フリート

’0月22日ll時スタート

三浦海岸沖、ソーセージコース

（約8マイル）

CR7．25メートルlらLとAクラス、

7.20メートル以下Bクラス（参加艇

数により変更することがあります）

CRをもたない艇のﾚｰﾃｨﾝダは

レース委員会で決定する。

｜艇5,000円（期限後の申し込みは

｜艇'0,000円）

外来艇については、21日の臨時係留

費、前夜祭の参加費を含む予定です。

前夜祭：’0月21日仕)'8時30分

コーチャ内バーベキューガーデン

参加費、1名|,000円｡ただし外来艇

のクルーは無料の予定。飲み物など

持ち込み歓迎します。

申し込み期限：’0月'4日(土）

問い合わせ及び申込先：

マリンポート・コーチヤ内黒綱具楽部

冠0468-43-4123Ⅶ0468-41-8219

豪華なパーティーもありません。豪華な副賞もあ

りません。倶楽部メンバーの手作りのレースとし

て原点に戻り、心のこもった歓迎とキチンとした

レースを運営することによって、心からヨットが

好きで、派手なことの嫌いだった故人を偲んで、

第5回メモリアルヨットレースを開催いたします

相模湾からも近く（小網代より2時間程度）東京

湾各地からも集まりやすい浦賀、電車の駅から歩

いても'5分程度ですので、外来艇、そして前夜祭

だけの参加も倶楽部員一同大歓迎いたします。

問合先：黒船倶楽部レース委員長関根照久

自宅壷03-3465-9426

Ⅲ03-3465-6446

勤務先フリーチケット

月曜除く｜|時～20時

丑側03-3414-3720

催

クラス分け

参加費

4d""cedM"加eSmgeﾏﾘﾝｱｸｾｻﾘー･ﾏﾘﾝｶジｭｱﾙｳｴｱ･ﾏﾘﾝｲﾝﾃﾘｱのﾄーﾀﾙｼｮｯブ

e
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ええﾀー ﾚー スﾆ乏奨のたて蹴汐，と ／
、

アサヒZカッブヨットフェスティバル1995（5月28日）

ﾚポｰﾄ／近畿北陸支部三井祥功写真/かじのゆういち

鶴藤蕊去る5月28日、15回目を数える“琵琶湖ヨ

ットフェスティバル”は、今年はくアサヒZ

カップヨットフエステイバル1995＞と銘打っ

て186艇のエントリーのもと華やかに開催さ

れた。

｜|時にこの大会特別の号砲のもと、北北東

3m/sの風を受け､一斉にスピンスタート｡艇

数が多いのでリコールしたら戻ることが困難

なのを見越してか、少し押さえ気味に見事に

レースは始まった。

大型艇とヤマハ-3IS船団がトッブグルー

ブを形成し、中に大きなジェネカーにモノい

わせてメルジェス24が頑張り、第｜マーク目

指して南下した。

第｜マークは、前半の貯金を効かせて

<EROS>が先頭で回航。勝負は上りのコース

に持ち越された。上りのレグで差を詰められ

るも、結局ファーストフィニッシュを飾った

のは、<EROS>(B/F-35S7)で、号砲の白煙

の中で喜びの歓声をクルーが挙げる。

次いで<AGNES>(YAM-3IS)、<Noah

Brothers>(JEAN-35)、<IBIZA>(JEAN-

36.5)、<HYSTERICKIDS>(YAM-3IS)のlll頁

でフィニッシュラインを横切る。

修正でそれぞれクラス優勝を果たしたのは、

クラスIでは所要時間80秒の差を引っ繰り

返した<AGNES>･クラスIIは、着順21位と大

健闘の<Swift>(YAM-26SS)。以下IⅡは<lam

III>(YAM-21SS)、Ⅳはく流斗>(YAM-21

c)｡zクラスは<AQUAMARINE>がそれぞれ

クラス優勝。特製のアサヒzカップを手にし

た。

日乍年は､冠スポンサーがつかず、NORC近畿

北陸支部の自主運営となり、やや質素に開か

れたが、やはりこの大会一年に一度のヨット

マンの祭典という要素もあり、華やかさもあ

る程度必要で、参加者は表彰式の琵琶湖ホテ

ルの緑いっぱいの芝生の上でビール缶片手に

心地よいひとときをすこ．した。

“‘幽錘鱗卿…窒準
~群蹟

型ゴ
ー

へ

180余艇のスピンランは圧巻

関東ミドルの遠征でつけたチームワークが

優勝の原動力でした。

<AGNES>田中慎一
去る5月28日､rアサヒZカツフヨツトフェステ

ィバル罠に出場。エント'ノー艇が'86隻で、この艇

数がスタートラインにひしめく様は、全く壮観で

何時になく興奮しました。

この日は久々の日曜日の天気に恵まれ、風も例

年どおりの北風で、5～8ノットと最高のフエス

ティバル日和でした。

我が<アグネス>(YAM-31S)は、少し東よりで

のスピンランでのスタート。スタートして20分程

で､ﾄｯブ艇団の数艇が出揃い横一列となったと

ころで、これからが正念場だとクルー全員に、よ

り一段と気合いが入りだしました。スピンランで

の競り合いには、ある程度の自信があり徐々に艇

団から前に抜けだし、〈エロス>(BEN-F35S7)に

は、前にいかれるものの2位の位置につけられま
I上

しノニ。

そして第｜マークは2番手回航で、第2マーク

までは、スターボードのクローズドリーチングで、

この順位を落とすわけにはいかないし、3番手に

は、〈ノアフラザーズ>(JEAN-35)力追ってきてお

り気が抜けません。第2マークを回り、クローズ

ホールドになり、上手く行けば前の船を抜けるか

もしれない、ここまで来たのだからもう少しと気

合いを入れ直し、頑張ったが差は縮めたもののレ

グが短く、逆転はならず結局着順2位でフィニッ

シュ。その差｜分余り、修正での逆転に期待をも

って夕方の表彰式に臨みました。

クラスI優勝くアグネス>･レース委員長の発表

にクルー全員跳び上がらんばかりに喜びを表す。

前々回のヨットフェスティバルも着順2位でフ

ィニッシュ、クラス2位で涙をのみましたが、今

回は、優勝出来て本当にうれしく思います。これ一

も､アグネスチームが､先日の関東ミドルボートに

出場したのと同じメンバーで、遠征によってより

強力なチームワークが出来たおかげだと思います。

終わりに「アヒサzカップ］を開催するにあた

り、協賛していただいた方々、またこのレースを

運営していただいた方々には、心よりお礼申し上

げます。また、これからもこのヨットフェスティ

バルが続きますように、お祈り申し上け､ます。

大変楽しい一日を、ありがとうございました。

CLASS

総合順位セールNC

4476

23752

3561

42914

5657

CLASS
総合順位|セールNC

2566

22239

34015

4484

51796

CLASSⅣ参加艇20艇II参加艇61艇

艇名艇種

SWIFTYAM－25MLSS

CREEKVTAK－|/8
DEJAVUYAM－26S

MlYAKOIIYAM－26CSS

NAUGHTYYAM－23II

III参加艇26艇

艇名艇種

lamⅢYAM－21SS

PECKERIlFARR－727

PAVOPAlO－9

LlTTLElSLANDYAM－2511

茜CAN-30

オーナー名
Ⅱ■■■■■■■■■■■■

平 河猶基

入江学

柿本秀治

小泉忠久

竹浦正史

０Ｎ
６
９
５
６
７

ル
０
９
６
５
９

｜
媚
妬
由
調
妬

セ
ー
ユ
ー

イ
〕

百
《
・笥
一
１
２
３
４
５

総 艇名

流斗

MolaMola

JOKERlV

MARlE

O－CUBE

艇種

YAM－21C

YAM－21S

YAM－21S

YAM－21C

YAM－21C

一
帳
一
罎
一
誰
一
碇
》

アサヒZカッブヨットフェスティバル

1995成績表

CLASSI参加艇74艇 CLASSZ参加艇5艇
総合順位|セールNO

5001

22833

34022

44608

55270

艇名

AGNES

EROSV

HYSTERlCKlDS

NOSIDE

BOY,S

艇橦

YAM－31S

BEN－F－35S7

YAM－31S

YAM－31S

YAM－31S

オーナー名
一

田中慎一

南衛宏

原島徹

粉川正行

神川薫

一
抽
一
》
｜
》
｜
酔
一
》

総合順位|セールNC

21
31

41
貝’

艇名

AQUAMARlNE

CHAKOII

EVE

NORTH7

FlOWERCHlLD

艇種

TREK－42

OKA-33

N-300T

YAM-21C/B

TATO－29

オーナー名

亀谷均

藤田耕治

吉良仁吉

中山弘一朗

永田秀一

－15－
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|溌菩第7回ﾐドﾙボーﾄ選手権総合成績
IMS総合参加艇25艇

｜セールNo． ス
点
０
０
０
’
０
０
０
０
０
０
０
０
，

｜
得
し
－
１
位
第
順

ス
点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

｜
得

し〔／
』
Ｌ
’
Ｌ

第
幟

第3レース

順位｜得点
323．00

917．00

719．00

125．25

818．00

620．00

422．00

1016．00

224．00

1412．00

179．00

1610．00

521．00

1214，00

1’’5．00

188．00

1511．00

215．00

1313．00

206．00

224．00

197．00

233．00

242．00

DNC｜、00

ス
点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

｜
得

〆１
１

月
時
』
０
４

第
勵

第5レース

順位｜得点
224．00

125．25

323．00

1016．00

422．00

917，00

1115．00

719．00

1511．00

620．00

521．00

818．00

215．00

179．00

197．00

1313．00

188．00

1214．00

224．00

1610．00

1412．00

206．00

233．00

242．00

DNC｜、00

Ｇ
，
Ｎ
Ｈ
Ｔ
Ｐ
弧
Ｇ

幟
一
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

繕
鐸
一
叩
一
》
｜
屹
一
峰
一
岫
一
諏
一
幻
一
拓
一
弱
一
死
一
犯
一
調
一
配
一
お
一
塑
一
副
一
旧
一
円
一
Ⅳ
｜
略
一
旧
一
Ｂ
ｌ
６
ｌ
４

艇 名 艇 種 オーナー名 フリート

砥
一
岬
一
郵
一
証
一
蜘
一
弛
一
皿
一
邪
一
岬
一
祁
一
唖
一
岻
一
郵
一
秘
一
郵
一
棚
一
咽
一
郵
一
邨
一
釧
一
堀
一
睡
一
服
一
祁
一
証

サモア

APHROS

Farr31

YOK950

》
｜
恥
一
録
一
艸
一
》
｜
釦
一
心
一
》
｜
銅
一
卸
一
癖
一
酔
一
調
一
和
一
耐
一
鉦
一
岬
一
翻
一
岬
一
州
一
岬
一
坪
一
弥
一
鋤
一
詞

大石巌

森正人

和久井喜治郎

堀田和正

西脇豊

鈴木秀明

熱田二士行

段名久美

内海哲

谷口正一

渡辺俊一

坂東陽一郎

緒狩光晴

佐々木康治

三宅智久

久保田利明

太田祥一

菅野道

石田和久

弘義行

三宅直晴

原田八郎

吉田豊

小畑千安紀

菅野隆

ア
ン
ア

｜
｜
急
壺
豆
山
豆
子
島
山
急
津
急
リ
子
急
津
賀
一
一
名
島
子
賀
壺
磯
山

ボ
の
更
マ
ボ
の

一
京
油
幡
葉
幡
逗
夢
葉
京
木
京
崎
逗
京
沼
浦
一
芦
夢
逗
浦
油
諸
葉

シ
三
シ

あきずき Farr31

JUST7 N／M35IMS

夕焼け小焼け YAM9,51MS

エルセーラ YAM’0．31MS

シャラク

CENTURYFASTIl

NOPLOBULEM

FLAMME

お
犯
詑

Ｍ
即
Ｗ

ｊ
Ｈ
Ｕ

Ｎ
Ｔ
Ｍ

U

旧
一
Ⅲ
｜
旧
一
Ｂ
ｌ
Ｍ
－
旧
一
陥
一
Ⅳ
｜
旧
一
旧
一
釦
一
副
一
塑
一
鱈
一
餌
一
弱

N/M9．51MS

SARA fR9．51MS

SWEETBASlL

BJ7

クリストファーⅡl

TRACER

NOZOMI

､－トオフニッポン

アフロデイーテ

５
妬
２

９
Ｍ
旧

Ｍ
Ｍ
Ｋ

ノ
Ｕ
Ｏ

Ｎ
Ｍ
Ｙ ０

－
０
－
０
’
’
０
ｌ
０
ｌ
０
－
０
ｌ
０
－
０
ｌ
０
ｌ
０
’
’
０

TAK341MS

｢ベル325

FarrMRX

ファーストチャレン

NAPOLEON TAK341MS

BlGBULE

ジュルビアン

DanceOFMagic

BONANZA

MlSTRAL

ブレスト

エリオット935

ツボイlMSl030

JANN350

へ

エリオット935

エリオット935

MUMM36 2
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関東支部1995年年間オフショアシリーズ(KSC/関東相模湾サーキット）

第4戦を終え熾烈な口盤戦に
ﾘポー ﾄ/植松清(支部帆走委員長）

島回りレースの活性化､そしてオフショアセーラーの育成をめざして今て毎回出場しています｡CRクラスも数にばらつきはありますが大健闘して

シーズンからはじまったKSCシリーズ｡この関東支部ならではの新企画います｡年間のポイントシステムも発表され､各参加艇は各レースの成績も

は｢STCのオフショア版｣として､多くの艇の支持を受け､ほぼ定着してきさることながら通算ポイントの計算に一喜一憂しているようです｡正式なオ

た感がありますo7月5日現在､すでに年間8本のうち4本を消化し､毎フショアレースの年間シリーズ戦はこのKSCがNORC史上初のことで

月1本のオフショアレース出場という忙しさはありますが毎回30～40艇す｡帆走委員会としてはこのシリーズを将来にわたり大きく育てていこうと

(IMS､IOR､CR)の参加があり帆走委員会としても企画の趣旨に沿った考えています｡若手セーラーの技量向上にも役立ちたいと思っています。

形になってきたと自負しています。そしてこのシリーズは毎回､関東の各フリートが巡ぐりでレース運営を

これまでの4戦を振り返ってみますと微風から強風､そして潮との戦い、担当しています｡フリートキャプテンが中心になり､各フリートのメンバーに

インショアレースとはまた違ったタクティクスの駆使､そして重要なナビゲ声をかけｺﾐｯﾃｨに参加してもらっています｡｢フリートキャプテンイコール

ーション技術､短時間ではあるけどナイトセーリングなど文字通りオフショフリート｣といった声も一部にありますが､こうしたレースに各フリートのメン

アレースを戦うためのまたとない絶好な体験レースとなっています｡ベテバーが徐々 にではあるけど力を貸してくれている事実もあります｡フリート

ランセーラーは別として､参加艇の若手クルーにはなによりの実戦訓練と活動の活性化のためにもr新しい風｣が必要です｡よろしくお願い致しま

なっているのではないでしょう力も各クラスの参加艇も強豪からニューカす。

マーなど多彩ですcフリートをリードするIMS-Aクラスの大型艇はともかさてKSCはあと残り4戦です｡年末には楽しいパーティを考えていま
へ

〈､サイズも色々です｡ワントン勢は今秋のワールドのトレーニングを兼ねす｡KSCに奮ってご参加下さい。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●■●

第45回大島レース

(KSCシリーズ第2戦．5月27B)
5月27日午前11時晴､北東の風13ノット｡絶好のレースコンデイシヨン

のもとで､リミットマークと本部艇よりの2グループにわかれた23艇は､ス

タート時のちょっとした駆引きを楽しみながら全艇リコールすることもなく、

初島を目指し､スピンをはってスタートしていった。

午前2時46分､ライトに照らされたセールナンバーは4722<ドIノンピッ

ク>･15時間46分のタイムでファーストフイニッシュ｡また､タイムリミットに1

時間を残した午後3時､<ベーシック>が静かにフィニッシュ｡ベーシックの

クルーから本部艇｢どうも本当にありがとう､お疲れさまて･した｡｣とのあい

さつ｡こうして､第45回大島レースは無事終了しました｡参加した艇の皆様

お疲れ様でした｡運営スタッフの皆さん御苦労さん!来年もまた5月の葉

山沖でお目にかかりましょう！レース委員長／西脇豊

船令11年。
古参艇のガンバリ
リポート／<織姫>クルー

〈織姫>力弛造されたのは1984年のｲド｡ジヤーマン・フレーズがワンオ

フのil卵耐iワントナーとしてデザインし､進水1I'[後は索II!I:でオーソドックス

なハルラインカズ印象的なボートでした｡l,ilじ年の奥､限られた時間内での

慌ただしいチューニングを終えると､ハワイへ船械みされて当'1#のパンナ

ムクリッパー・カップを闘い､帰国後も､NORC主樅の主要レースを中心

に､沖繩～來京､ジャパンカップ､ビッグボートシリーズ､さらにはナホトカ

～主1Mj､グァムレースなど､国内外のレースウイークに砿極的に参加をし、

それなりの戦紙を残してきました。

そのく織姫>も､外洋レース界の時代変換の波をもろに受けIORボートか

らIMSボートへと仕様変更および改造を施され､インナーバラストやマスト

の変虹まで受けました｡しかし､建造後すでに11イドを経過してしまった<織

叩>ですが､チームとしてはオーナーであるII『川保夫(NORCMII会長／関

東支祁艇)ともども古参艇としての恵気Ij揚がる－－方なのです。

わりとIIf〈から外洋レースに参加しているlli参艇グXi＃徴として､崎Iulりのし

－スには強い､というのがあります｡ひょっとしたら､古参艇はクルーの平均

年齢が商い場合が多いせいか､インショアのレースよりも老練減Kけ引きを

駆仙しやすい､というのがあるのかもしれません｡,lfの真意はともかく､今年

から|)|1始されたKSCシリーズは､<脚11l>にとってもまたとない怜好の闘いの

場であると判|析し､早々 とシリーズ全戦(8職)への恵欲的な参加を決定し

たことはいうまでもありません。

KSCシリーズの初戦となった4月の初,崎卯jjレースをIMSクラス優勝

で終え､伝統を誇る｢葉山スタートの初脇・大助レース｣が､シリーズ第2

職｡この第2戦のレース運びを再点枝してみますと､まず初島までのアプロ

ーチは比較的思惑通りのi亜ぴとなり､ギリギリではありましたがワントン勢を

従えての初,崎2番手回航(第1のポイント)｡はやる気持ちを押さえながら、

先行する<ドリームビ､ソク>や回航後にかわされたくシーホーク>､<アーカン

ベイ>などのワントン勢の動きを参考にしながら､大島へのアプローチを試

1jfl級するのですが､どうやら多大なiIIﾘIの影紳が巷えられます｡定石より早

めのi'l!川しで大島へのコースへ踏み出し､眼鏡でチェックすると､どうも元

町逓旦に張り付き先行する艇団の船足が延びていないように映るのですcへ
そこで､無理に大島へ近づくことをしないで､洲と風､そして波を読みながら

文4j':辿りジワジワと竜王を目指す作戦をとりました(第2のポイント)｡その

後､,､世王沖でカームに掴まってしまうのですが､ある程度先行していたおか

げで北からの吹き出しを取り込むことも早く(第3のポイント)､後続艇に追い

つかれる前に一路葉山沖のフイニッシュラインへlfijかうことができたわけ

です｡もし､今年の初烏・大島に勝|大Iのようなもの力烹存在するとすれば､<縦

llli>の場介は報告させていただいた前『拙の3つのポイントが決め手では

ないでしょうか。

〈織姫>の烏|皿lり作戦としては潮､気象など人手可能なデータを徹底的

に橘川してコースを引く､ということです｡もちろん､瓜のシフトにも-'一分に注

葱しなければいけませんし､他艇の動きも気にはなります｡要するに､<織姫＞

だけ力烹1IIIか新機軸の作戦を常かに実行しているわけではなく､島回りレー

スの凧111にひたすら忠実にセイリングする､ということに尽きています｡後は

IM場での迅速かつ的確な状況判断しかありません｡余談ですが､この古参

艇の徹底したデータ活用作戦が功を炎したのか､6)117LIシリーズ第3

戦もクラス倒券を遂げることができ3jimll#｡fl1冊のシリーズ優勝も夢ではな

くなりました｡あと5城祗張ります｡ありがとうございました。

※l'ilレースの成紘表は前号参照。

－17－



OFFSHORE238

15時前に<CORVATSCHIII>から電話連絡の第-*liがあり、初島

到粁が近づいたことを知りました。定期連絡担当者は',li,活で各艇に連

絡をとりましたが、初烏の北側で団子状になったようでした。スター

トll，fの心配をよそに、順洲なレース展開となり、スタッフー|可安心し

ました。本部船では、16時噸からフイニ､ソシュ準備のために、灯火類

の準術をしていましたが、lil時刻にトップ艇から連絡が入り、約1時

間でフイニッシュとのこと。またまたあわてて出航することになりま

した。

ファーストホーム艇となった〈ビッグアップル＞は17時51分にフ

ィニッシュ。その後、美しい夕|場の!ITを続々とフィニッシュ艇が入り

2011#31分に粂艇フイニッシュとなりました。予想外に-I1iく、無'I:ルー

スが終j'しました。一刻も早くパソコンで成績を出して、打ち上げを

と思いましたが、パソコンの取扱に不備があり、終了したのは夜中と

なってしまいました。

全艇の航跡図を見ると、おおよそプロバーコースをとった艇の成績

力欝良いという結果になりました。

1lk後に、レース運営にご|"ﾉJ･1､.さった皆様にお礼をIIIし上げます。

レースに参加された皆さん、ごくろうさまでした。残りのKSCシリ

ーズ（残り5戦）も楽しみにしております。

初島レース

(KSCシリーズ第3戦。6月17B)

ビッグアッブルが

堂々ファーストホーム
小板橋博行リポート／レース委員長 (シーボニアフリート）

梅雨の真っ最中とは思えぬ好天に恵まれた6月17日、初島レースか

開催されました。関東支部主催のKSCシリーズは、毎回多くの艇に参

加していただき盛大に展開してきました。今回も37艇の参加がありま

した。

レースは、予定通り午前10時にスタートしました。レース海面で

は、瓜が弱く潮が強いため、木部船の近くでケース（接触）が発生し

ました。スタート後、岸よりのコースをとるフリートと、沖よりのコ

ースをとるフリートの半々にわかれてゆくのを本祁船から兄送りまし

た。

へ

初島レース(KSC第3戦)総合成績

IMS-Aクラス参加艇8艇 IORクラス参加艇8艇 CR-Bクラス参加艇10艇
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鶴
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～1995関東相模湾サーキットシリーズ(KSC)通算成績（第4戦終了時）

'。、|感鳴"’
2R

順位得点

3R

順位得点

｜R

順位得点

2R

頂位得点

3R

順位得点

4R

順位得点

総合
ﾏ呈占
ロリj叩L

｜R

順位得点

4R

順位得点

総合

順位

総合

得点

*f，八
dhCE．

順位

セール

No．

セール

No．
艇 名 艇名

IMS-A IOR-B

織姫

U､F．O．

ドリームピック

７
８
６

０
５
０

０
２
０

０
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保管係留中の事故に備え中 事故
■■■

て ●●●●●●

「僻萸事故」と聞くと、どんな種類の事故

を連想するのでしょうか。

事故の多発性・損害額・重大性・社会性等、

その観点によって各人各種の保険事故に考え

が及ぶことと思います｡｢事故といえば帆走中

やレース中で、保管係留中は心配ない」とい

った意見が多いと思われますが、係留中の事

故も事故の上位に位置します。

今回は係留中の事故を取り上げます。

団体ヨット僻黄6年間の船体僻実事故状況

によると、事故種類別（上位5種）の事故件

数比率と損害額比率は次のとおりです。

事故種類件数比損害額比

座礁’8％32％

マストトラブル’0％28％

係留中の暴風雨’0％9％

各部損傷7％6％

係留中の他艇接触5％2％

保管係留場所は、全国のマリーナ・漁港・

河川等あり、管理形態や保管リスクも一様で

はありません。上表の暴風雨による船体損害

についても、マリーナ・漁港の泊地に関わら

ず、共に事故は発生しています。

ともすると、マリーナ保管艇の場合、保管

業者に暴風雨等による船体損害の責任を問う

ケースが見られますが、保管業者としての管

理を越える台風等の暴風雨は、自艇の船体保

険でその損害が補償できるよう手配すること

が必要になります。

また、管理者のいない漁港等の場合には、

気象海況変化に対応して、暴風雨損害から艇

爵塞

を守る行動はもちろんですが、最善を尽くし

ても未然に防げない事態には、その損害が保

険で補償されるような用意が必要でしょう。

団体ヨット僻萸の特長のひとつとして、保

管係留中の風水災に関しては、保管場所での

船体リスクを判断してその徹賞範囲を決めて

加入することができます。

保管業者の保管中に限らず、漁港等の管理

者のいないバース・海域での係留中の風水災

による船体損害を補償するコースもあります

のでこ雷相談ください。

船体保管係留中の風水害危険繍賞コースは

次の3種類で選択できます。

｢ワイド補償｣－管理者のいない泊地でも風水

害損害を補償。

｢基本補償｣－保管業者とNORC認定安全泊

地での風水害損害を補償。

｢補償なし｣－保管係留中の風水害損害のみ

補償しない。

ここで、NORC認定安全泊地についてお知

らせします。この認定安全泊地の風水害危険

補賞に関し､保管業者保管艇と同料率適応('3

％割安レート）という制度は、92年度団体ヨ

ット1郷萸から採用になり、現在9泊地が認定

されています。

自主管理泊地に係留している皆様には大変

有利な制度になっていますので、そのフリー

トの泊地責任者から1剰黄小委員会宛に申告さ

れることをお勧めします。

申請に必要な資料は次の通りです。

付置図・全体図・断面図・メンテナンス

記録・係留施設接合図・組織名簿等

上記資料による申告内容が1鄙萸ﾉ｣倭員会の

‐弾

鍵
NORC保険デスク

定めた安全な係留方法の基準を満たしていれ

ば、安全泊地認定が受けられます。

その安全泊地に係留する艇は、認定後の保

険申込時には、自艇の係留方法の申告だけで、

前記の基本禰賞コースでの加入が可能になり

ます。NORCだけのメリットとなっています

ので、是非こ利用ください｡

また、このところ各地で漁港の一部がう。レ

ジャーボートの泊地としての利用整備が進め

られているようです。

新規に発足する予定段階であっても、前記

の申請資料が用意できれば事前の申請も可能

です。早めに準備していただければ、施設利

用開始に認定が間に合う場合もあります。

どうぞこ検討ください。

認定安全泊地の説明が長くなりましたが、

ワイド補償コースではその他の管理者のいな

い漁港や河川係留時の船体風水害損害も補償一匹

できます。～

このような泊地の場合、その艇の係留状況

については、関係者が把握できるように、定

期的に見回るとかその艇独自の管理方法が、

決められているかと思います。放置艇と間違

われないような管理を是非ともお願いしたい

と思います。

何カ月ぶりかで泊地に行ってみて、艇の損

害に気がつくと言ったことのないように、

個々の泊地の事情にあわせた、艇管理を｛剰萸

加入の前提として、オーナー及びクルーの皆

様にお願いいたします。

詳細はヨット1剰萸パンフレットでこ確認く

ださい。なお、ご不明な点はお問い合せます

ようお願いいたします。

へ

練習帆船「海王丸」体験乗船のご案内
財練習船教育後援会

新く海王丸〉は、初代く海王丸〉を掲載いたしますので、関心のある

の59年に亘る輝かしい歴史を引き継方は下記へお問い合せください。

いで誕生。その建造に当っては国民問合先：財練習船教育後援会

多数の皆様から寄付をいただいた経〒104束京都中央区入船2-3-6

緯から、船内に20名分の客室を設け、細矢ビル

実習生とﾖ||練を体験できることにな電話：03(3552)7689.7716

っています。今年度のスケジュールFAX:03(3552)7716

●平成7年度スケジュール

ロ平成7年度全国海難防止強調運動用ボスター

及びキャッチコビー決定柚日本海難防止協会

コース名

5泊6日コース

4泊5日コース

4泊5日コース

5泊6日コース

5泊6日コース

実施期間

10月20日鰯～10月25日帳

10月30日㈲～11月3日缶

11月20日月～11月24日鑑

1月31日帳～2月5日旧）

2月9日鰯～2月14日伽

航海区間

函館港(北海道)～加古川港(兵庫）

加古川港(兵庫)～衣浦(愛知）

大阪港(大阪)～門司港(福岡）

長崎港(長崎)～那覇港(沖縄）

那覇港(沖縄)～横浜港(神奈川）

注：天候その他の事|冑により、変更または中止することがあります。

参加料

21,000円

17‘500円

17.500円

21，000円

21，000円

かがやく海。ただしい操

船・きれいなマナー

全国海難防止強調運動（9月16～30日）

などのキャンペーンに使用されるポスタ

ー図案とキャッチコピーが決定した。

1995年度のキャンペーンテーマは「基本

的な操船マナーの励行｣。広報用ポスタ

ー、パンフレットに採用されたのは、津

田佳名子さん（香川県・ポスター図案一

般の部)、田中惠子さん（名古屋市･キャ

ッチコピー）に決定した。

－19－
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SWANS<GULLWINGII>
サングラスを5名様に
提供／山本光学株式会社

… 胆

強烈な陽射しから、精度の高い明瞭な視界を守るスポーツグラス

"SWANS''。スワンズ・ガルウィングはマルチ・スポーツ・ギアとし

て著名です。今回は、特に強烈な太陽光線から目を保護し、肉眼に

まぶしく感じるオレンジ光を反射して!|央適な視界を実現するミラー

コーティングレンズ使用のフラッシュオレンジミラー（定価

￥9,800）を5名様にプレゼントいたします。

希望される方は、ハガキに製品名・住所･氏名・年令･電話番号・

NORCの会員番号･所属フリート・所属艇名・OFFSHORE誌の感想を

ご記入の上、8月’0日まで必着にて「OFFSHORE編集部読者プレゼ

ント」係までこ応募ください。

韮

蕊
．-卑韓ま。

■

一
」

⑥山本光学株式会社/東京TELO3-3834-1878･大阪TELO6-783-1103

★前月号｢スペリー・トップサイダーの新製品MIoffshore｣の当選者は抽選の結果､下記10名様に決定しました(敬称略)｡中林靖治(東京)､野田裕二

（東京)､篠原淳史(兵庫)､及川明徳(東京)､長洲史郎(千葉)､小村年則(神奈川)､原田文和(埼玉)､萩澤昌次(岐阜)､山本秀実(兵庫)､斎藤晴彦(千葉）

<OFFSHORE)B,9月合併号
と発行日変更のお知らせ

女性セーラーのページ新設のお知らせ

IYRU簡略化ルール（試験的航路権規則及び定義）

r誤表

オフシヨア1994-12月号(No.231)に掲載されと同時に、訂正いたします。‘

た「試験的航路権規則及び定義」の中に誤りが9頁風下のレグで全文を次の通り訂正いた

りました。謹んでお詫び申し上げると同時に、します。

次の通り訂正いたします。ランニングでポート＼・タックの艇がジャイブ

頁条項行誤正した場合、X5.2(2艇身以内でSは、Pを余分

5航路権規則8第2条第4条に避けさせるようなコースの変更をしてはなら

55．11ボード・タックポート・タックない）の制約を受けるから、たとえプロパーコ

毎号<OFFSHORE>をこ愛読いただきありがとうございます

来月号は<OFFSHORE8．9月合併号＞とし、9月|5日に

発行いたします。また、この合併号から､毎月号の発行日を

従来の25日から'5日に変更させていただきます。今後とも

会員の皆様の情報を多数お待ちしております。

また、8．9月合併号より新連載ページとして｢女性セーラ

ーのページ」（仮称)を新設、進出めざましい女性セーラー

にスポットをあてた連載を開始します。第｜弾として鳥羽

レース参加の女性セーラーを採り上ける予定です。

乞うこ期待。

－スをとるためといえども、Pが更に避けなけ55．23ボード・タックポート・タック

ればならなくなるようなコースの変更をしては 一
’オフショア1995-4月号(N□､235)に掲載された

「試験的航路権規則及び定義(1995)解説」の中

に誤りがありました｡謹んでお詫び申し上げる

ならない。

以上

OFFSHORE1995年7月号(No.238)目次
第9回NTTエリカカップヨットレース…･･……･…･…….．………・

'95初島ダブルハンドレーース･･･……･･･………･･……………･………・
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昭和52年7月21H第三郵便物認"』

1部定価300円（郵送料別）

発行社団法人H本外洋帆走協会

発行人浅野英武

東京都港区虎ノ門1－11－2(第2船舶振興ビル5階）

通話・東京03(3504)1911

FAX・東京03(3504)1914〒105

郵便振替番号2～21787

印刷株式会社気生堂印刷所

本号がお手元にとと,く頃は梅雨も明け、夏

本番を迎えていることでしょう。本部では恒

例の烏羽レースが終了し、関東支部では裕次

郎杯の準備に入ります。以前にもお伝えした

ように、各支部のみなさんの近況レポートも、

と．しと．しお送りください。

次号は8．9月合併号となって9月’5日発

行の予定です。また、その後は毎月’5日発行

となりますのでよろしくお願い申しあげます。

最近、読者プレゼントのﾉ、ガキで、誌面に

関するさまさ’まなこ翻意見をいただいておりま

す。編集部一同お礼申しあげるとともに、今

後の誌面つ.くりに反映させていただきたいと

思います｡

表紙：6月にサンフランシスコをスタートし

たトランスパックレースに参加した唯一の日

本艇<ﾉ､ツ〉。撮影／添畑薫

－21－
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Fax.03-5485-1266●先行お申込み用紙(必要事項をご記入の上､FAXまたは郵便でお送りください｡）

)セット■お申込みｾｯﾄ数（印
ふりがな

お名前

ご住所

TEL

ご職業

*先着200セットで締め切らせていただきま式限定商品のため売り切れの際はご容赦ください。

<お支払い方法〉
ご希望の支払い方法を○で囲んでください。

●代金引き換え(着払い）

●現金書留

●郵便振り替え

●銀行振り込み
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フィッティングにその秘密が潜んでいた。

ニュージーランド艇を例えると､ハル設計が完了した後､構造解析し､デッキアレ

ンジメントの決定になんのためらいもな<HARKENエクイッフ2ﾒﾝﾄをチョイス

した。これはそのエクイッフ2ﾒﾝﾄの性能はいうにおよばずデッキデザインのトー

タルバランスを重視し､ボートの持つポテンシャル､クルーのテクニック､タクティ

クスを最大限に引き出すためには､必要不可欠な選択と考えられた｡それが、

HARKEN､BLOCKS､HEXARATCHET､SHEAVES,CAM,JAMMERS，

TRAVELERS､CARS､そしてWINCHESに至るまで､この2艇はいわゆるALL

HARKENでアメリカスカップを戦っていたので戎

一

八■■■

ハーケンジャパン株式会社

〒663西宮市今津西浜町2-16今津パワーボートセンター2F

TEL.0798(22)2520FAX.0798(33)2100

関東事務所

TEL.0468-76-0404FAX.0468-76-3647


